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序

　私達の住む前橋市は、・水と緑と詩の街4と言われるように、限ケ）

ない自然の恵みを受けながら発展を続けてお1）ます。この自然の恵

　　　　　さかのぽ
みは、今から湖ること数千年前の時代におきましても同様であった

のであ1）ましょう。発掘調査によ1）まして次々と明らかにされてく

る住居跡は、縄文時代・弥生時代・古墳時代などのものを始め、奈

良・平安時代にも及び、その規模や種類・数をみますと、この前橋

が人々の生活に都合の良い地域であったことが良くわか1）ます。

　これら地下に埋蔵されている文化財に加え、前橋には今日も生き

続けている数々の文化財がございます。昨年末話題を集めた妙安寺

　　まんまく
所蔵の慢幕のような寺社関係の物品、神楽・獅子舞などの郷土芸能

など、枚挙にいとまがあ1）ません。

　私どもの文化財保護係は、これら貴重な文化財を掘1）起こし、調

査し、記録・保存・活用するのが本務であン）ます。

　ここに文化財調査委員報告書・第15集を発刊し、すぐれた文化財

の一部を紹介し、併せて昭和59年度の事業の報告をさせていただき、

文化財行政への正しい理解と、今後尚一層のご協力をお願い申し上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
げたいと存じます。

前橋市教育委員会
　　　　　　教育長職務代理者奈良三郎
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例言

／　本書は＼前橋市教育委員会社会教育課文化財保護係の行

った諸事業の概要をまとめたものである。

　従来＼この文化財調査報告書は、その年度の事業の報告

書的色彩が強く，内容や表現も￥どちらかといえば文化的

行政に携わる人々を対象とした、専門的なものになりがち

　であった。

　今回￥本書第／5集では．第14集で行った試みをさらに押し

進め、なるべく視覚化を図るとともに、前橋市民が読んで

理解していただけるような内容と表現に心がけた。

2　個々の記事の末尾には執筆者名を記した。なお．企画・

　編集は中野和夫・中野覚が担当した。



民間開発と埋蔵文化財

　前橋市宅地開発指導要綱に基づき事前協議による埋蔵文化財に係る表面調査が年間40数

件余に達している。その結果、確認調査を実施し遺跡地と認定され協議・調整によ｝）記録

保存を前提とした発掘調査を実施する件数が7～8件に達している。

　このことは、各種民間企業、公的機関による開発事業が数量ともに年々加速度的、累加的

に増大し前橋市文化財保護行政を圧迫していることは事実であり憂慮されるべき状態である。

　しかし、前橋市文化財地図、遺跡台帳等に登録されている地域を無視して「開発の防げ」

「工期に間に合わない」「調査費がかかン）すぎる」などの声が出される。開発事業者は、次

にかかげる認識が不足しているものである。

　特に、埋蔵文化財はその土地に何万年、何千年も前からそこに存在しているものであ『）、

一度、破壊したらもとにもどらない性格のものである。人間らしい生活環境をつくン）出す

ためには過去の人々がそれぞれの地域の風土にどのように順応し、あるいは克服してきた

か如実に教えてくれる情報源であ1）、その地域の歴史を解明する重要な資料・素材である。

　宅地開発指導要綱は、市内における無秩序な開発を防止し良好な環境、土地利用を確保

することによ1）秩序ある都市づくりを推進するため各事業者に種々の協力を求めることを

目的としでいる。同要綱に埋蔵文化財保護についても明示されていることは周知の事実で

ある。

　そこで、開発事業を行う者は開発計画に先だち開発区域内、その周辺地の基礎的調査を

実施することは必要条件である。基礎的調査事項として、地質、地盤、防災、埋蔵文化財、

保護すべき文化財、風向、日照等の調査及び都市計画、道路、給排水、公園、公益的施設

等がある。

　以上の諸事項を十分調査、検討、調整、協議等を終了の上計画策定を実施すべきもので

ある。これらの一つでも欠けると事務手続、施工のずれ、トラブルの原因となることは必

定である。

　埋蔵文化財の発掘調査だけが余計なもののようにみられること自体が問題である。文化

財の重要性を開発事業者等、工事主は再認識、再考をし改めて考え理解すべきものである。

埋蔵文化財の性格、価値、重要性を認めることによりはじめて開発と保存の不協和音でな

く協調・調和グはかれるものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　（福田紀雄）
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1　昭和59年度新指定物件の紹介

1　妙安寺関係指定物件（県および市指定）

　妙安寺の文化財総合調査は昭和52年度に実施

されたが、その後調査についてまとまった形で

　　への報告書が出されなかった。そこで妙安寺宝物

類が県内でも希にみる文化財であることが確認

されたので昭和58年度よ1）妙安寺文化財調査報

告書刊行事業が執筆委員会をもうけて本格的に

開始された。そこで古文書、什宝類等について

専門家による鑑定調査を実施していくこととな
　　　しんらん　　　　　　　　　　　　　ゆうしんしょう　　じょうねん

った。親鷺直筆と伝える唯信抄、成然直筆と伝
　　ゆうしんしょうもんい

える唯信抄文意の鑑定を国の文化財保護審議会

委員近藤喜博氏に、絵画類については群馬県文

化財保護審議会委員飯島勇氏にそれぞれ依頼し

た。再調査実施にあたっては新聞紙上に掲載さ

れるなど次第に妙安寺宝物類が国県レベルでも

注目されるようにな1）つつあった。

　昭和59年12月29日関ヶ原家康陣営使用葵紋入

1）陣幕と伝える真偽についての調査が実施され、

幻の辻ヶ花染としての脚光を浴び、その後文化

庁調査官によって葵紋幕をはじめ、什宝類等の

鑑定調査が実施された。この件に端を発して飯

島勇氏を通じて絵画類の指定の要請が生じ、に

わかに県文化財保護課の方でも動き出し、絵画

の保存状態から急遽重文に指定して至急修復を

する事がのぞましいとして、仏教絵画十三幅、

中啓、九文人合作書画の計15件が県重要文化財

指定候補となった。また市指定には唯信抄、唯

信抄文意、葵紋幕、筆録、一谷山記録、妙安寺

縁起、妙安寺系図、蓮如上人像画、木像遷座関

係の文書28通の計9件が市指定重要文化財とな

った。　　　　　　　　　　　　　（近藤昭一）

●市指定関係

　　撚　　　　　　　　奪灘

　　　　　鞭

重第36号（市指定番号）

昭和60年3月27日指定

※重第43号は親鷺寿像

　遷座関係書状28通だ

　が掲載しなかった。

　聾　藁繍蕪蝋

／．一谷山記録　八冊
　　　　じょうけい
妙安寺24世成恵と22世
じょうがん

成厳が綴った妙安寺の

由来、縁起．本願寺東

西分離のこと，京洛北

の大火災，前橋の名の

興り等を記す。

藻灘麹譲

1難

灘難1灘
．、難襲擁羅・

鱗綴編

　　　　　　雛撚嚢灘　．

重第37号 2．妙安寺筆録　一冊

万治二年三月十八日
　　　　　じょうけん（／659年）十六世成賢に

より天正十八年（／590

年）川越移転と寿像を

東本願寺遷座について

記した冊子本。

訟継繍欝
熱纏鶴覇
塵灘騰灘騰，難
　　　　　　　　灘　鰻
重第39号 3．一谷山最頂院

　妙安寺縁起二巻
上下二巻からなり，承

応二年（／653年）妙安
　　　じょうせい　　　じつげん
寺十八世成誓（實現）

が妙安寺の由来を上巻

に成然の事．下巻に寿

像遷座について記す。
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擁麗難、、覇麗鱒灘甜鞭羅

嚢赫爆鰹翻、蜘癒撫癖毒螺嬉搬轟．螂樽騰鰺舞蘇、・難、鱗

麟睡麟鍵簿鐵縷
　　　　　　　　　　けんぽんちゃくしょく　　　　　重第44号　　4．絹本著色蓮如上人

　　　　　　　　　像画　一幅。正保二年
　　　　　　　　　（／645年）の墨書銘があ

　　　　　　　　　る。墨の濃淡と淡彩に
　　　　　　　　　よる色合はよく調和し
　　　　　　　　　ている。実年代を示す
　　　　　　　　　貴重な作例である。
灘

重第42号

　あおいもんまく

7．葵紋幕二張二通
　　そうりゅうもん
明代の双龍紋を織って

ある絹地に葵紋を青地

に白く絞り染めで染抜

いた陣幕で，本田正信

の写しの添状慶長七年

（4602年）がある。

重第43号書状28通

　　　重第4／号
　ゆうしんしょうもん　い

6．唯信抄文意　一冊

末紙に「正嘉元歳八月

十九日」（／257年）に成

然が写したとある。書

体，紙質等から鎌倉時

代まで遡るものと推定

される。

　　　重第40号

羅難5確翻冊

　　；穏、かれた書体から親鷺直

　　　筆の可能性が極めて高

　　　いと推定される。

　　　　　　　　　　　　　　　　き　　き

　　　　　　　　纒半分を書いたもので＼　　＿螺　・　　　　　　　　　　　，．　1懸

書体等から室町時代初

期と推定される系図学

上でも重視出来うる信

癒性の高いものである。

耕
蓑 麟懸’8、獣灘
嚢竃を　灘　騰
豪、義識　　　翻

難覇
懸

　灘
，琴

　　　“　灘灘i羅

耀
鰹
瀬

霧

，籔

灘
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●県指定関係（昭和60年度指定予定）

／．聖徳太子孝養像

絹本著色／05．4×49．2

小野妹子等六人の巨が
　　　　　かしず
聖／、恵太子に傳く姿を描

いたもので後筆部分も

あるが全体的に王朝的

気風を持っている。

（単位：cm） 2．聖そ、恵太子孝養像

絹本著色103．2×52．／
　　　　　　　え　ごう　ろ
太子十六歳時に柄香炉
　　　　　　　　　いを持つ立太子像画で衣
しゆう

搬や様式に宋風色が見

られ．南北朝期の作と

推定される。

4．親鷺上人像

絹本著色82×74

肉身部に裏箔を使用し

た肖／象画で目の線にし

っかりした筆致が見ら

れるなど戦国期京絵師

の気風がうかがえる。

　　　　じょうねん
5．親鷺・成然両上人像

絹本著色　92．2×42．5

上に親鷺＼下に成然の

姿を描き．成然の顔テ

ザインは他の成然像画

に似る。描法，絹質等

から室町時代と推定。

3，親鶯上人旅姿像

絹本著色103．2×52．／

数少ない旅をしている

親鶯像である。画面左

1則に墨書で「帰命蓋十

万無冒光如来・繹善信」

と書かれている。
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雛

6．成然上人像

絹本著色／0／．5×39．7

墨を基調とする濃淡で

描かれた写実的な成然

像画である。シヤープ

な描法から室町時代と

推定される。

7．真宗七高祖像

絹本著色105．3×59．2
りゅうじゅ　　　　　　　てんじん

龍樹菩薩，天親菩薩、
どんらん　　　　　　　どうしゃく

曇鷺和尚＼道緯禅師．
ぜんどう　　　　　　げんしん

善導大師、源信和尚．
げんくう

源空上人を描く鎌倉時

代と推定される仏画。

／0・九文人合作書画　．鞭　’厳蝿窪灘

　　　　　　灘☆遜驚、

8．親鷺上人縁起絵伝

絹本著色192×83．5

絹裏に「寛永六宅暮二

月十七Eヨ」（／629年）の

墨書銘がある。普及版

ではあるが極彩色の保

存良好である。

　ちゅうけい
9．中啓

伝狩野山楽筆扇面画で

表裏金箔を張り＼その

上に極細色で人物と朱

雀が描かれている。人

物の描法には桃山期の

気風がうかがえられる。

醗露，『’・争識轟
　　難　　　　　　　さ嚢　難　1　　　繍、、1　き

難騒聾購
難灘，磁難
麟、鐘難覇麟
醐’亭　顧鞭
鞘灘盤騰麓響
、 ・盟盟灘騨羅
舞難鱒麟嚢灘講
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2　円満寺関係指定物件（市指定）

　　　　　　　　　　議’『ノ苫㌧’、－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　拳　　　　　　　　　購・『

麗一囎灘灘講霧．
　　　欝羅　・謹麗，覇鱗、難
響謡灘鑓鍵繋．鐵麗顯鰭

灘，覇臨鰯、雛難
蓼
，
竃
靴
　 繍　　．、㈱．欝、、＿馨．撚難．　　灘

薬師如来法量

像　総　高

像　　　高

頭　部　丈

面　　　高

膝　　　張

総　　　奥

52．0

48．0

16．0

10．0

42．0

32．O

（単位・cm）

阿弥陀三尊坐像法量

勢　至 阿弥陀 観　音

現石総高

光背総高

光背幅

像総高

65．0

52．5

45．5

50．5

93．5

80．0

62．0

70．O

71．0

60．5

42．7

56．5

（単位：cm〉

名 称

所　在　地

管理者
指定区分

指定番号

指定年月日

円満寺薬師如来坐像（木彫）

円満寺阿弥陀三尊坐像（石仏）

前橋市後閑町383－3

円満寺

前橋市指定重要文化財

重第45号（木彫）・重第46号（石f∠、）

昭和60年3月27日

〈概要＞

　慈覚大師を開基と伝える本寺は山号を医王山、

院号を円融院とする天台宗の寺で、中・近世に

は世良田長楽寺の末寺であった。本尊は薬師如

来、須弥檀の左側には十一面観音を安置する。

　また本寺所有の石仏は、「お薬師さま」として

信仰されている三尊座像の石仏である。三尊と

も角閃石安山岩を用材とした半肉彫りの陽刻で、

　　　　　　　　　　　　　　　　　にっ宝珠形もしくは舟形状の光背をもつ。中尊は肉
けい　　らほつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いんぞう

讐・螺髪をもつ如来像で、持物はなく印相は不

鮮明である。脇侍は共に中尊より小型で、舟形

　　　　　　　　　　　　けっかに近い光背をもち上半身裸形、結珈に足を組む。

印相からみて、向かって右は観音菩薩坐像、左

は勢至菩薩坐像と考えられる。この事から中尊

を阿弥陀如来とする弥陀三尊で、造立は鎌倉後

期と見られ県内でも数少ないものである。

　薬師如来は桧材を用いた寄木造1）の坐像であ

　　　　　　　　　　　　　　のうえる。肉讐・螺髪を彫成し、偏祖右肩の納衣は胸

　　　　　　　　　　　　　　　いしゆうを広くあけ、写実的にゆったセ）とした衣雛を見

せる。右手は掌を起こした施無畏印を表わし、

左手は鎌倉時代の特徴を持つ小型の薬壷をもつ。
けっか　ふ　ざ

結珈跣座を組む像全体からは鎌倉前期の硬さが

　　　　　　　　　　　　　　　しきな　す見られ、地方仏の特色も伺える。なお、敷茄子

と台座は近世の後補と考えられる。　（浜田博一）
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3旧関根家住宅（市指定）
醸

寝㌃

騨
　淫

鵜

．顎

　ドぎ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘロ　　し

1難翻　　　・、、　1　　鯉　　　’・聾難
號羅　　　、，一・罐・　．饗・厭・　　・麗　
　　　　　　　　．．，、、謬縄．　　一麟塗謹鐵趨総齪、

．臨・、嚢耀i灘羅、、、、　灘、、躍．

．．騰躍・鰹　　rヒ藁．鍮．甲．鰹蟄
　　　蓑灘翻翻．．、華蹄　灘灘麗慧，撫一繭．騨騨、、響鐸雛灘、

　　　　　　．翻～、簾灘羅・灘　　　　　　　灘簸騰轍轟㈹　　鱗難
　　　　　　　繕、、舞灘．　．難犠欝驚灘叢莚，聯

旧所在地

管理者
指定区分

指定番号

指定年月日

前橋市飯土井町369－3

前橋市

前橋市指定重要文化財

重第47号

昭和60年3月27日

〈概要＞

　　　　　　　　　　　　かやぶき　関根順次氏が所有していた木造茅葺赤城型の

建物で、赤城南麓の中規模農家を代表するもの。

　平面は不整形田字型で、表側の部屋は上手が

「コザ」下手が「オモテザシキ」と称する八畳間で

ある。コザの裏は六畳の「ヘヤ」で、寝室とし

て使われ、浅いトコとオシイレがある。ヘヤの

下手は板敷きで「ウラザシキ」と称し、中央土

間寄1）にイロリを設け、居間として使用されて

いた。裏側上手寄セ）にトダナを造1）付け、上段

上手に仏壇を作っていた。

畿

縷、

蕪

　…醸雛赤
議逢塾
鑛難　、，・民

　　　　家
　　　　旧
　　　’関
　　　・根
、1『．，・．家

　　　・住
　　　　宅

オモテザシキの下手に「アガリハナ」を備え、

「ダイドコ」と称する土間につづく。ダイドコの

下手表側に「ウマヤ」を設けウマヤの上は「ウ

マヤニケエ」という穀物置場にしていた。「ニケ

エ」は主に養蚕に利用された。

　　　　さす　　　　　しほうげやづく　構造は、扱首構造とし、四方下屋造1）であ1）

幅四間におよぶ開口部が屋根南面にある。

　建造は、伝承、建物の特徴から、天保9年（1838

年）に、隣家の先祖である石綿玄八氏によるこ

とが推定される。

　尚、調査は豊田高専の桑原稔教授に依頼して

実施した。建物は指定後、復元保存のため解体

され、当地に保管されている。

　復元規模　桁行9間2尺5寸（17．81m）梁間

4間半（8．32m）建坪41．34坪（148．37m2）

延面積62．04坪（222．51m2）1問は6尺2寸5

分である。　　　　　　　　　　　　（井野修二）
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II　調査・事業の成果から

ここでは。文化財保護係が行っている各種の調査や事業のなかから重要と思われるものや特

徴的なものを取り上げています。

従来。文化財等の調査報告書は専門家を対象とした内容と表現のものが多いのですが＼ここ

での内容は，専門家と一般読者の架け橋のような性格のものにしました。

また。VIの「発掘調査の予備知識」も同様の性格を持つものです。これは．なるべく具体性

を持った内容を盛り込んで＼前橋市における発掘調査の実際について，多くの万々に認識して

いただきたく編集いたしました。それぞれ＼始めての試みのため．専門家の方々から見ると不

徹底で，一般の方々には判りずらい点があるかもしれません。

つきましては，お気づきの点がありましたら，ご指導ご叱正の程よろしくお願いします。（中野不ロ夫）

鍵

昭和59年度発掘調査地

沸

利

根
川

羅繊

濾懸
　　　　羅

　　　　みの藷灘　　　赤城火函斜面

，600

500

400

300

200
180

160

No． 遺　跡　名 遺跡コード

1 柳久保遺跡群 59E！～E6
2 柳久保遺跡群試掘 59E1～E6
3 小神明遺跡群III 、59C3

／

4 南田之口遺跡
／
／
　
5
9 B2

5 茶木田遺跡 59D1

6 元総社明神遺跡m 59A7

7 草作遺跡 59A3

8 赤鳥遺跡 59A4

9 桜ケ丘遺跡 59A5

10 前箱田遺跡 59A6

140

醐　鱗璋

畿

畿

5
蝕

制

　　心広瀬川低地帯

●1

2

90

140

100

120

匿璽赤城火山斜面

睡1白川（右）・粕川（左）扇状地

□広瀬川低地帯

懸自然堤防
睡翻前橋台地

難縫轡雛

＆

”
7 0

80
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膠石器の道一先史の交通一

　　　やなぎく　ぽ
　荒子町柳久保遺跡群の莞掘調査で今から2万
　　　　　　こくようせき
年前の地層から黒曜石の石器が見つかりました。

市内では大きな古墳や調査によって明らかにな

った集落跡は知られていますが＼／万

年以上も前の古い時代の事は良くわか

っていませんから＼今後こうした事実

が私たち前橋の歴史を知る上で大切な

事と思われます。

　まず＼2万年前の地層から見つかっ

た石器は黒曜石と呼ばれる石でできて

います。古代の人々は石器材料として

（／〉細工が容易である＼（2）鋭い刃がつけ

られる＼（3）耐久性がある＼この三つの

条件を満たすものを用いています。黒

曜石は均質なガラス質火山岩で＼上の

三つの条件＼．とくに（／）＼（2）の条件を満

たす優れた材料であったわけです。し

かし＼火山性の岩石ですが＼どの火山

にでもあるというものではありません。

県内では石器として使えるものは＼知

られておらず，関東周辺では＼長野県

議

0

11＼

しか産出しない黒曜石を求めて人々は＼広範囲

に移動を行って手に入れ．それとともに多くの

情報が伝えられた事と考えられます。

　最近の自然科学研究によれば＼東京都府中市

にある遺跡では＼2万年以前の最下層から＼人

　　　類が使った最も古い黒曜石と考えられ

るものが／／点見つかり＼これらの産地

が長野県和田峠産原石7点＼同県麦草

峠産原石＼神津島産原石が各／点ある

ことがわかりました。府中市から和田

峠の原産地まで約／20km＼神津島産地ま

では約220kmの距離です。今から約2万

年の溜水面が約／40m低かったとして

も神津島と本州の間には濡があったわ

けですから＼神津島の黒曜石を手に入

1硬質頁岩　れるためには＼舟に乗って行かなけれ

ノレ・
l　l

l　I

　ロヒ　ロい

L該

彰－㌧
　　2　黒曜石

　5cm

柳久保遺跡群出士の石器

和田峠＼霧ケ峰＼八ケ岳一帯のものが有名であ

り．ほかに関東南部の静岡県箱根＼伊豆七島の

神津島にあります。したがって＼限られた所に

　　㌍陣　　隣　　　　・
慧鰐．ヒナ（辮）…’

ばなりませんでした。その当時＼それ

だけの航海の技術をもっていたと思わ

れます。

　また今回の発掘で見つかった／万年

　　　　　　けつがん
前の石槍も硬質頁岩という東北地方に

多く産出する石材で作られています。

　2万年前という言葉は現代から見れ

　　和田峠箋

％齢蓬ヤ
　　　　郵庭．，

　　　　　1燕、’．

Aマ

，∠　　』←

旧海岸腺

ば＼外国よりももっと遠い感じがしてきそうで

す。しかし、古代の人々も＼通信・運搬の手段

が発達していなかったにもかかわらず＼広範囲

な情報を手に入れ＼生活に役立てていました。

　やがて到来する縄文文化の時代には、石器の

道にカロわえて＼漆器や．接着材としてのアスフ

ァルト＼アクセサリーにしたヒスイの玉やサメ

　　　　　　　　　　び　しの歯，狩りに使ったエイの尾棘＼，塩を作り．そ

して運んだ製塩士器等＼さまざまな物や文化が

日本海側や太平洋側から．前橋の地にもたらさ

れたことでしょう。　　　　・　　（前原豊）

約2万年前の黒曜石交易ルートの推定（鈴木1972による）
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㌘住居の発掘
　遺跡の状況を前もってつかんでおくために．

北イ則からトンンチ（遺構や士層の状況を知るの

に掘る試掘溝）を設け＼表士の下の士層の状況

つまりローム層までの堆積状況を確認します。

　そして＼下層の遺構に影響がないところまで

重機で掘ることにしました。

　関東ローム層は＼関東地方の丘陵や台地に火

山灰が堆積し粘士化したいわゆる赤士と呼ばれ

る士層です。堆積したのは沖積世のはじめ頃（一

万年前）とされています。ローム層の上に堆積

した士層は多くの有機質をふくみ＼黒褐色を呈

しているので＼その中で遺構を発見するのはな

かなか難しいことです。しかし．ローム層に切

りこんだ遺構の場合は＼上層の、黒掲色士が入り

こんでいるので．はっきりと遺構の内外の士質

　　　　　　　　　　　みなみた　の　くち
をみわけることができます。南田之□遺跡の場

合もローム層の中に切りこんでありました。
　　　　　たてあなじゅうきょあと
　検出された竪穴住居跡は．8軒でいずれも古
　　　　は　じ　き　　　す　え　さ
墳時代で士師器と須恵器を出士しています。士

師器は、弥生時代以来の赤ちやけた素焼きの士

器で．須恵器は焼成温度の高い陶質士器です。

　竪穴住居の大きさは．だいたい3m×4mか

ら8m×7．5mぐらいです。また竪穴住居の底面

の四周には、H－8号を除いて溝をめぐらして

ありました。この溝は竪穴の四周に壁を築くと

きに掘りこまれてできたものだといわれていま

す。

　南壁近くには，やや高まりがみられその中に

小穴があります。これは入□状施設に伴なうも

のと思われます。

　かまどは、日々の食事の煮炊きに使われまし

た。8軒とも東イ則の壁面の一部に粘士＼河原石＼

士器を構築材として作っています。その右わき

には貯蔵穴（食料等の貯蔵用の穴）があります。

鎌・
　灘i難”ン…’『　　，！騰

i鞭漫題羅灘
．、鎧羅鑑灘・鱒灘．難

．灘嚢難灘灘．難
　　　　　南田之□遺跡7号住居跡

H－5号の貯蔵穴は．百に掘ってから北方向に

一段低くして横穴があります。屋根付の貯蔵穴

です。

　8軒の住居は同時代に共存していません。住

居どうしの切り合いや＼溝と住居の切り合い関

係から新1日の相対的な時間差が判断できます。

　切り合い関係が済んだものから発掘します。

まず．竪穴住居跡のかまどを通る百線を竪穴住

居跡の主軸線にみたて＼かまどをさけるように

主軸線からコZ行移動した軸線を設け，それと直

交する軸線をもう一本住居の中央部に設定し，

その二本の軸線のところは30cm前後の幅をとっ

てベルトーとして残します。その二本の軸線で四

分割されたところを順次掘りさげます。そのさ

い士質の違いに注意し遺物がどの士層から出士

したのか観察しながら掘ります。最終床面がで

るまでベルトは取り除かず，士層相互の関係を

ベルトの断面に残し＼それを実測してからとり

はずします。それが終わると＼柱穴や貯蔵穴を

確認し検出します。次に．かまどの調査を行な

い。それが済むと．床面をはがし床面下の調査

をやります。以上のような工程をふんで竪穴住

居の発掘調査は進められています。くわしくは

南田之□遺跡の発掘調査報告書を参照してくだ

さい。　　　　　　　　　　　（福田瑞穂）



膠古代の人々のすまし1

　ユンボと呼ばれる重機を用いて，地表より4

mほど掘り込むと＼やがて関東ロr一ム層と思わ

れるいわゆる赤士の地層が現われます。そして

くっきりと住居のラインが浮び上ります。ロー

ム層に深く切り込まれた竪穴住居です。この住

居から古代の人々の生活空間を見て行くことに

　　　　　　　しましょう。
　　ローム層

↓

9

　む貼床

周溝＿／』

ゆ

ノ　　

ぺ
柱穴

、縄．

棟木

難欝

？

竪穴住居ができるまで
（「古代の村」鬼頭清明1985より）

なります。

古代の住居は．水や食

物が得やすく．地形や風

向き等自然条件の良い場

所を選んで建てられます。

すまい造りの工程を見る

と．まず＼E〕一ム層を40

～50cmほど掘り込み，床

面を平らにしあげます。

そして、カマドを設け＼

壁が崩れ落ちないように
かべいた

壁板を立てます。その後＼

柱の位置が決められ，柱

穴が掘られて．柱を立て

ます。柱の上には左図の

　けた様に桁が掛けられ＼それ
　はり
に梁が渡されます。さら

　　　　つかに＼梁の上に束を立てる

　　　　がっしょう
か＼あるいは合掌が作ら

　むなぎ
れ．棟木がのり＼骨組み

ができあがります。棟木

　たるきには垂木がのせられて，

その垂木の上に草などを
ふ

葺き＼完成ということに

　　　　　　　　　　　　ちょぞうけつ　　ま竪穴住居には＼食物等を入れておく貯蔵穴。間
じ　き

仕切りと防湿効果のあると言われている間仕切

り溝。しばしば検出されるベッド状の高まりを持

11

つベッド状遺構。冬の冷たい風が吹き込まぬよ

う方向の工夫された入□。採光にも役立つ窓も

あります。床は．ローム層の上にさらに土を敷き

　　　　はりゆか込み．二重床（貼床）として．湿化を防ぐことと過

度の乾燥による床のいたみを防いでいます。この

　　　むしろ
床の上に薦や編物などが敷かれたもようです。

　古代の人々の住居は＼現在の私達の住居に比

べれば．材料の点でも構造の点でもはるかに劣

っているのは事実です。床面を考えてみると＼

古代では士間であるのに対し＼現在は高床にし

て断熱材や畳を用いて防湿・防温効果を高めて

おり，比較にならないほどです。しかし＼もし

私達が自然の中にある材料だけを用い＼限られ

た工具で住居を作るとしたら一体どうでしょう

か。これは＼あくまでも想像の域を出ませんが，

案外古代の住居に近い住居を作り上げるのでは

ないかと思うのです。現代に生きる私達の方が

より多くの科学技術や知識を持ってはいます。

けれども＼それらを使いこなす＼＼知恵／／という

点ではたいして古代の人々と変わりがないので

はないでしょうか。いやむしろ，限られた材料

と技術というハンティキャップを考え合わせる

と．古代の人マの方が．＼＼知恵”があったのでは

ないかとさえ思うのです。

古代の人々のすまいは＼住居であると同時に

古代人の知恵の結晶なのです。　　　（中野覚）

文化財普及講座から①

11／10（士）民衆信仰と行事………………礒田市造

民間1冒L口は宗教Gム教・キリスト教など）とそれ

以外に分けられるが，これらは表裏一体のものがあ

る。例えば￥……（正月飾りの例）

層印の形の中で合掌とは自分（左手）と親・先祖・

神・／ム（右手）を合わせて￥願いをかなえようとす

るものである。

市内には，総社神社の置炭・筒粥の神事や五代町

の木福様の祭り、大友町の百万遍などのめずらしい

行事があり，機会があったら、ぜひ見学したいもの

である。　　　　　　　　　　　　　　（町田信之）
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膠上聖掴府の現在
群馬県のほぽ中央に位置する前橋市は＼明治

以来県都として本県の政治の中心地の役割を担

　　　　　　　りつりょうってきましたが＼古くは律令時代においても同

様な役割を担っていたと考えられます。すなわ

ち．当時の地方政治の中心地であった国府は＼

現前橋市内に置かれていたと推定され＼また，
こくぶん　じ　　　さんのうはいじ

国分寺・山王廃寺も市内あるいはそれに隣接す

る地域に建てられ＼比藪的狭い範囲に集中する

　　　　　　　　　　こうづぼナのくにこれら諸遺構は，当時この付近が上野国の政治

中枢域であったことを物語っています。

律令時代においては＼政治は都の天皇が中心

となって行っていましたが＼地方では国ごとに
こくふ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こくし
国府が造られ＼中央から任命された役人（国司）

　　　　　　　　　　へいじょうきょうが主役を務めていました。国府は平城京などの

都を模して造営された計画的な都市で．道路は

碁盤の目のように東西南北に走り＼それによっ

て区画された所に＼役人の家や庶民の家がたち

並んでいました。国府内の一画には＼もちろん＼

　　　　　　　　　　こくちょう政治の実際の舞台となった役所（国庁）が存在

していたはずですし＼また＼農民から集めた租

税を蓄える倉なども並んでいました。

上野国の国庁跡・国府跡は＼元総社町付近に

藷…嚢1騰灘鞭璽灘灘

　　　　推定上野国府跡

存在したと推定されていますが．現存のところ＼

確かな位置は不明です。昭和36年から足掛け8

年にわたり＼元総社小学校校庭や昌楽寺裏＼あ’

るいは大友町などで＼国庁を探求する発掘調査

　　　　　　　ほったてばしら
が展開されましたが．掘立柱建物跡等の検出は

あったものの，残念ながら国庁の建物は発見で

きませんでした。

　従来から言われている推定国府域付近の最近
　　　　かんせんとい　　　　　　もとそうじゃみょうドん
の調査では＼閑泉樋遺跡と元総社明神遺跡で．

平安時代の大溝が検出されました。前者は東西．

　　　　　　　　　　ふくど後者は南北に走る溝で、両者とも覆士に＼天イニ

元（／／08）年の浅間の爆発により降下した軽石

が確認されました。もしこの二つの大溝が＼国

府の北と東の外郭をなす溝であったとすれば，

大国に格付されていた上野の国府は方八町（約

900m）の広さをもつ可能性が強く＼図のような

国府域が想定されてきます。

律令時代の国の数は66を数えますが，国府域

が判明している例は，きわめて少ないのが実状

です。このようななかで＼上野国府の位置を探

求する仕事は＼郷士の歴史を理解する上で＼ひ

いては古代の日本の国家を理解する上で＼重要

になってきます。そして＼これを可能にするの

は，国分寺における塔礎石＼山王廃寺における

　　　　　　し　ぴ塔脇礎，根巻石＼鴎尾のような具体的な遺物が，

国府においては残存していない以上＼地下を調

べるより方法はありません。

地図からわかる通り＼推定上野国府域はほと

んど市街地になっており＼まして年ごとに開発

が進み，現況の変更も著しく．調査は困難が予

想されます。そこで、今年度は上野国府総合調

査事業の一環として、推定上野国府域付近の／／

500の現況平面図を作成し＼将来の調査のための

基礎資料づくりにあてました。

近い将来．国庁や国府の位置が確認されれば＼

何らかの形で周囲の環境ともあわせた整備の必

要が生じてくるでしょう。　　　　　（木暮誠）



拶草作翻の発欄査から
　くさづくり

　草作遺跡の発掘調査では＼奈良＼平安時代の

住居跡や＼中世の井戸が見つかり＼多くの成果

をあげることができた。その中から＼特に問題

点としてあげられた遺跡の立地と住居跡につい

て述べてみたいと思う。

　草作遺跡は＼榛名山から流れ出る河川によっ

て造られた台地の南向き斜面上にあり＼推定国

府域の西辺付近＼研究者の説により内イ則あるい

は外イ則といわれる位置にある。

　　　　　　　　　おう　み　じょう
　東に隣接しては＼蒼濡城に関係する讃岐屋敷

や清徳寺＼北には国分尼寺跡がある。

　遺跡地のすぐ西からは＼深さ5m前後＼幅8

m以上の＼蒼海城に伴うと思われる大溝が見つ

かっている。

　このような点から考えてみても＼この遺跡は

国府＼国分寺あるいは蒼濡城との関連を考慮す

る必要があると思われる。

　住居埴の年代を遺物，遺構の形等から判定し

てみると＼8世紀前半の奈良時代のもの4軒＼

／／世紀代の平安時代のもの7軒となっている。

　国府が造られ＼律令政治の充実している8世

紀後半～／0世紀代の住居跡が存在していない。

　これは＼推定国府域東にあたる元総社明神遺

跡（57．58．59．前橋市教委）の傾向も同様であり

国府と住居跡との係わり方を考える上で注目さ

れるものである。

　この平安時代の竪穴住居跡の構造に次の2点

の特徴が見られ＼遺跡の性格を考える上で＼年

代と同じく＼問題点となっている。

　第／点は＼かまどを造る際に＼河原石＼瓦を

材料として利用していることである。

　くわしい調査内容は報告書を見ていただきた
　　　　　　　たきいが・かまどの焚□に河原石を立て＼燃焼部の壁

や天井＼あるいは煙道部に瓦を利用しているも
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のである。

　この瓦は＼遺跡の位置から考えて＼国府や国分

寺のものと考えられ．瓦を持つてこられること

　　　　　　かんが
から。これら官衙施設の衰亡していく状態が想

定される一つの材料になるだろう。

　第2点は＼住居の南西隅に貯蔵穴状のピット

があることで＼平安時代の住居跡すべてに認め

られている。

　これは＼本遺跡地北にある中島遺跡（55．前橋

市教委）でも＼同時期のものには見つかってお

り＼この頃＼竪穴住居跡の構造に一部変化があ

ったことも推定される。

　このように＼本遺跡は＼この地域の歴史をひ

もとく＼多くのヒントを与えている。

　　　　　　　　　　（唐沢保之・桑原昭・井野修二）

草作遺跡　6号住居堆かまど

鱗

文化財普及講座から②

　1／／／8（日）祇園祭今昔…………・…・…・金子緯一郎

　祇園祭は＼京都の八坂神社の祭礼を起源としてい

る。八坂神社（（1日称一砥園社）は牛頭天王を祭った

ものであり、中世以来．九州から関東地万にかけて

伝播し，明治中頃に最大に達した。

　牛頭天王は＼仏教上では八部衆の一つの天部の神

であり，スサノオノミコトとされていることもあり＼

疫病を払う威力をもつ神とされ，また、県内におい

ては，各地の市の神として祭られている。現在の祇

園祭は＼都市化の影響を受け．変化してきており残

念である。　　　　　　　　　　　　　　（町田信之）
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〃芳賀の古代集落
　以下の記述は＼発掘調査報告書『芳賀団地遺

跡群』第／巻（芳賀東部団地遺跡1）に収録さ

れた資料によるものである。芳賀団地遺跡群の

調査及び整理状況の概要は＼別項「芳賀団地遺

跡群調査報告書干1」行事業」（42頁）をご参照願い

たいが．簡単に遺跡群の概要にふれると＼調査

面積は40haに及び＼調査した遺構は／主居跡だけ

でも＼縄文時代96＼士師器使用時代726＼同掘

立柱建物跡／95を数える。

　報告書第／巻は芳賀団地遺跡群のうち東部

（以下＼芳賀東部団地遺跡）を対象としたもので

ある。芳賀東部団地遺跡は＼標高／42～／65mの

赤城南麓の緩傾斜面に立地し＼南北方向の浅い

開析谷により3つの台地に区分される。これら

台地上には＼弥生時代を除く縄文時代から中世

にわたる各時期の遺構が確認された。このうち

東側台地／0．6h∂＼古墳～平安時代の遺構を対象

に＼古墳4＼古墳時代（石田川）住居跡73．奈

　　　　　　　　　　㊦　　芳賀東部団地遺跡群東1則台地

　　　　　　　　　　　　　　　　●　●　　　　　・　　●
　　　　　158　　　　　　●　　●　　　　　　　　●　　　　　　竪穴式住居（石E日川期）

　　　　　　　　●●　●
　　　　157　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　竪穴式住居

　　　　156　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　掘立柱建物

　152

151．5

151

150

153

155

154

　　　　　．6D亀

　　　　●
　　ロ■　　■　●
●　　　　　●・●●

　3　．
　　●●●口

●

　◎
●　　　●

　　　　　　　●
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆●O　　　　　　　　．　　　ロ　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　q’　　　　　●　　　　　●　　　　　　　●　　　　　ロ6　・

　　　　　　　　　　　　　　　　’　　●　　　　　　・．　　．・　’1

　　　　　　　　　　　　　　　　‘、　　　●　　　　／一’一－一一一6一℃＼　　　　　　’
ノ’！　　　　　　　　　　6・￥●　　　　　”

　ヤセムロしリロロノノ　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　　　　ノ
　▲▲　．　▲▲　　　　　　　●＼●’P
　　　　　　　　　　　　　ヤヤ　　　　　　ノ　▲　　　　　　　　　　　　　　　　　▲　▲・・噌ノ

　　　　▲　　　　　　　　　　　　　　　◆　　　　　　覧～

　　　　ム　　　▲　　　▲直墳　　　　　　　　　　●
　　▲　　▲　　　煙　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　▲　　　ム149　▲　▲　▲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▲

　　　　　　　ム　　▲　▲　　　　　　　　　▲　　　　　　　　▲

　148　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▲
　　　▲　◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　▲

　　　　▲

●　『

▲　●

○一〇m

良・平安時代の住居跡／09＼同時代の掘立柱建物

跡64（建て替え分含む）等を収録したのが第1

巻である。

　東イ則台地における古墳時代以降の集落の変遷

をみると＼まず石田川期の後半＼5世紀前半代

に．標高／5／．5mから下に大集落を形成してい

る。その後＼しばらく遺構の空白期があり＼7

世紀後・半に至り＼円墳を中心とする古墳群が築

造される。8世’紀初頭頃には＼古墳の北イ則を中

心に再び集落を形成する。この際．古墳＝墓域

と居住区域には明確な区分がみられる。／／世紀

代にはこの集落も痕跡を消して＼時代は中世に

入る。以下＼奈良・平安時代の集落をみてみよう。

　奈良・平安時代の住居跡は．まとまりを持っ

た小群で存在するのが普通である。この小群は

／時期2～3軒を単位とするもののようで＼東

側台地ではこれが約／0ケ所確認されている。こ

の中には奈良時代中頃以降に＼竪穴式住居から

掘立柱建物に変化するとみられる群もあり注目

される。早い時期に掘立柱建物に変化する群は＼

それ以前にも超大型の竪穴式住居があったり＼
か

誇帯が出士したりするので＼掘立柱建物はまず

集落の有力者に採用されたものである。その一

方では＼終始竪穴式住居の群もあるのである。

　ところで＼多くの掘立柱建物を集落中に含み

芳賀東部団地遺跡d以たあり万のものに＼藤岡
　かみぐり　す

の上栗須遺跡や干葉県の山田水呑遺跡等があり＼

各地で少しずつ確認されつつある。この手の集

落の特徴は．いずれも奈良時代初めごろ集落が

形成され＼まもなく有力者の存在が推定される

一群に掘立柱建物が出現するというバターンを

持つ。山田水呑遺跡では律令期の開発型集落と

とらえられているが＼興味深い見解である。

　律令制の完成期から封建制への禾劉ラ期に位置

する本遺跡は＼この時期の集落や家族等の在り

万を知る上で重要である。　　　　　（唐澤保之）
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〃前橋市郷士芸能大会（第12回）

　　　　　　　昭禾059年11月24日（士）　午後／：30～4：30

　　　　　　　於：市民文化会館小ホール約500名入場

　前橋には＼人々の心のよりどころとして守り

育てられてきた伝統ある郷士芸能が．市内各地

に数多くみられます。これらの郷士芸能は＼地

域に根ざした地域の祭礼行事のひとつとして。

私たちの祖先が少しでも豊かで潤いのある生活

を送ろうとして考え．生み出されたものです。

　しかし＼時代の流れとともにこうした地道な

伝統芸能は．次第に人々の生活から忘れ去られ

ようとしています。郷士

芸能大会は、伝統ある郷

士芸能を＼市’民に公開し＼

その保護育成をはかると

ともに．市民文化の向上

に意義深いものです。

　本大会では．未出演3

団体を含む＼6団体が出　難欝・　　篇、

演しました。各団体とも　、、、．，、一

出演するにあたり．組織の立て直しをはかり＼

後継者育成を兼ね＼子供達に宙晩指導したとも

聞いています。中には＼晴れの舞台にそなえて

衣装を新調した団体も見られました。出演した

団体にとっては．多くの苦労もあったようです

が．今後の活動に大きな励みになったようです。

出演団体の演技は素晴らしく＼会場を埋めつ

くした満員の観客もその伝統芸に見いっていま

した。ここで＼出演団体及び演目を紹介します。

片貝神社神楽………（片貝神社神楽呆存会）

明治20年総社神社より伝えられ＼五穀豊穣・

疫病退散などを祈願し．大祭に奉納する。現在

青年層が伝承に努力している。

野郎万オ…………（泉沢町郷士芸能保存会）

百年ほど前．角太郎という人が四国より伝え

たものである。野郎万オは＼太夫とオ蔵の2人

立石の獅子舞

のコンビで演じられ、おもしろおかしい芸能と

して貴重なものである。

堤の獅子講・……………・・………（堤町自治会）

　江戸時代から町内に伝わっている悪魔払いの

行事で＼現在は7月の第2日曜日に行っている。

元は青年団が＼今は子供会が行っている。

　ナンマイダンボ

　……（日輪寺町・親と子のふれあいの会）

　天明の浅間山大爆発の翌年，村は大飢饅と悪

病に見舞われ＼子供がたった3人になってしま

った。そこで＼天災地変を防ぎ．無病息災を祈

　　　　　　　って始められた。昭和58

　　　　　　　年に23年ぶりに復活し，

　　　　　　　町民に喜ばれている。

　　　　　　　　立石の獅子舞…………

　　　　　　　　（立石の獅子舞保存会）

　　　　　　　　この獅子は3匹立ちで＼

　　　　　　　この地に生まれた長男に

　　，、．、＿、．　　　　よって伝承され．稚児獅

　　　　　　　子形式をもつ＼毎年／0目

9日・諏訪神社の祭礼に奉納される。

新前橋太鼓……………（新前橋子供育成会）

10年前＼夏まつりに大太鼓とみこしを造った

のが始まりで、小学校4＼5、6年生が演奏．

八坂神社の夏祭りに奉納される。

　　　　　　　　　　　　（原田和博）

文化財普及講座から◎

／2／2（日）民間神話と神楽獅子舞……根岸謙之助

民間神話は村の神として農耕や日常生活にまつわ

るものが多くのこされている。

　　　　くら神楽とは神の座（神のいる場所）であり、神を迎

える行事である。

獅子舞は，起源を縄文時代の狩猟の予祝行事に求

めることができよう。これが農耕時代に入り、形を

変えて、無病そくさいを祈る舞いになったものであ

る。

市内には，まだ多くの獅子舞や神楽が伝承されて

おり＼今後も大切にしていきたい。　　　（町田信之）
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解前橋の文化財を知るには
わたしたちの前橋には，歴史を物語る文化財

がたくさんあります。これらの文化財を知り

たい方は＼下の番号にそってご覧下さい。

ヂq、黛‘一　、

　　当＼

（り）もう少しくわしく知りたいのだが…

私の家の近くに古墳や石仏があるのだが＼

だれが，いつ頃，何んのために造ったもの

なのか．どのように調べたら良いのだろう。

（2）連絡して下さい。

市役所　教育委員会　文化財保護係

所在地　大手町2－／2－4

T　E　L　24－1／1／（内線4024）

（林喜久夫）

（3）市民の方ズ7に価値ある文化財をくわしく知っていただくために＼様々な活動を行っています。

文
　
　
　
　
化
　
　
　
　
財
　
　
　
　
の
　
　
　
普
　
　
　
　
及
　
　
　
活
　
　
　
動

芸
能

○郷士芸能大会 伝統ある郷士芸能が，市内各地にたくさんあるため、その保護

育成と市民文化の向上を目ざして。雷年秋に開催しています。

講
座

○文化財普及講座 前橋の歴史について＼毎年秋に講座を開催しています。テーマ

は年度により異なり，今年度は「民間イ冒印と祭礼」でした。

学
校

○教材化スライド

○文化財愛護作品コンク

ール

教材化スライドは．主に学校の歴史学習に役立ることを目的に

し，現在は郷士の文化財（中世・近世編）を製作中です。コン

クールは小・中学生を対象にポスターと作文を募集しています。

展
　
爪

○蚕糸記念館・中央公

民館文化財展示室・

文化財展

蚕糸記念館は養蚕．製糸とともに歩んできた前橋の近代史を偲

ぶことができます。中央公民館では原始．古代から近世まで時

代を追って展示。文化財展は毎年夏に図書館で行っています。

出
　
　
版
　
　
物

○まえばしの社会教育＼・

文化財調査報告書・

発掘調査報告書・前

橋の歴史と文化財・

前橋史跡・文化財ガイ

ド　・前橋の郷士芸能

・まえばし文化財地図

・文化財めぐりコース

・パンフレツト等

出版物は＼事業報告書と解説書とパンフレットの3つに分けら

れます。解説書とパンフレットーは一般の市民を対象とし＼わか

りやすく＼しかも使いやすいことをモットーにつくりました。

文化財調査報告書は，第／4集以降において＼文化財行政を市民

に理解していただくため．わかりやすく年度の全事業の成果を

紹介しており＼一種年度の手弓1書的役割も果たしています。入

手したり＼送られてきた他市町村の出版物等も整理．保管され

ています。

調
　
　
査

○発掘調査資料・文化

財調査委員調査・民

俗調査・妙安寺調査

・上野国府調査等

調査は＼発掘調査と文化財調査委員調査が主に中心となります。

また一万＼事業の合い間をぬって地道に民俗調査等が行われて

います。調査後も＼図面￥写真．遺物等を整理・保管してあり

ます。

そ
の
他

○埋れた文化財・文化

財めぐり等の講師・

現地説明会

「広報まえばし」に毎年テーマを決めて＼埋れた文化財を掲載し

ています。市民の方々の要望に応じた文化財の案内を行ったり＼

また発掘調査にともなう現地での説明会も行っています。

（林喜久夫）
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膠わがまち縁起おこし

　これは￥前橋市歴史環境広域整備墓本構想（以

下「墓本構想」）策定事業の中間報告書のタイト

ルです。自分達の住むまちや地域で＼歴史的に

培われ現在の私達に引き継がれてきたもの．史

跡・建築物・民俗・景観・風土・味覚などを再

評価し．生活のなかに身近かに親しめるように

活用する￥といった意味を込めてつけました。

　物質的豊かさと生活の利便性はかつてないレ

ベルに達しています。まちは清潔で安全で便利

になりました。それとともに，かつてあった＼＼ふ

るさと”をイメージさせる農村風景や＼町のな

かにポッカリ残っていた広場や神社，路地裏の

井戸端会議や魚の焼ける臭いなどはいつの間に

か姿を消してしまいました。これらの卑近な例

　」　　　く）　　　　　　　　型＿．一／
　　　　　　　’．一／／一
　ク　　　　　ー〆　』
　　　　　切

1一～

　前橋にはそのような歴史が＼他に較べて孫色

のないほどたくさんあります。それらは．史跡

など有形のものもあれば＼伝統芸能など無形の

ものもあります。これらは、私達や先祖をその

つど形成してきた精神的・文化的なよりどころ

でもあります。

　この基本構想では．現在は埋もれているが．

本来は重要なこのようなサインを調べ上げ．分

折し＼意味づけていかに現代に生かすかという

ことを検討してきました。

　策定事業は59年度だけで終りましたが．ここ

で行ったのはほんの入□を開けた程度です。

というのも＼この墓本構想の策定は多くの人々

の参画によって有意義になるものだし＼それな

しには策定しえないからです。　　　（中野和夫）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　吻　　＼

，
、

、、、熱瀬鰻熱繕……婁　…　1

無鞭一　　　　撚鞭　一騰賠　講
懸辮螺撫叢隷鵜：1：：ll灘：1麺讐

　　　　　　　　　　　　くつろぎを求めて一「わがまち縁起おこし」から

はともかく＼まちが持っていたはずの連綿と生

、

ノ

録’

ノ

1

、κ

きづいてきた歴史や文化を示すもの一サインー

があまり見あたらなくなってきました。

　まちの表情がなんとなくよそよそしく，一歩

家を出ると他のまちにもあてはまるような街並

がある。昔も今も，そこに住む人々がまちをつ

くり＼人々はそのまちで成長し＼知性や感性を

やしない歴史を築いてきました。まちと人々と

のコミュニケーションが＼まちの歴史（縁起）

として受け継がれてきたわけです。

文化財普及講座から④

12／8（士）二宮赤城神社と赤城神仰…都丸十九一

二宮とは、上野の国の二の宮であり，神明帳に記

されているものである。赤城神社は￥山1頁（奥宮＞

三夜沢（山宮）・二宮（里宮）という典型的な山の

神を祭る形態をもち、赤城山信仰の中心となってい

る。

二宮赤城神社は、山の神（タケの神）が里に下り

るときの里宮であり￥近戸神社の性質をもつ。神を

送る行事として残されている御神幸があり，4月と

10月に三夜沢へ向けて、行列を組み￥山へ登って神

を迎え＼山へ神を送る目的とする。　　　（町田信之）
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III昭和59年度文化財調査

　大興寺調　査

　　　　　　大興寺本堂

1．所在地　前橋市川原町419番地

2．宗　派　天台宗　比叡山延暦寺末　現住西林

　　　　晃圓氏

3．本　尊　薬師如来（現在は定印阿弥陀如来）

4．境　内　551坪

5．由　緒

　　　　　　　　　　　　はり　ま　大興寺は、寛文七年（1667年）幡磨国姫路に

　　　　　　　なおのり
おいて、城主松平直矩によ1）開創され、開山は

教山法師である。以来松平氏は寺領二百石を与

え、東照宮の別当祈願所として創建され、以来

松平氏の転封とともに姫路から山形、白河、川

越、前橋と移転した。藩主松平氏寄進の多くの

寺宝のうち、一部は白河時に火災のため焼失し

たが、松平氏歴代の援助によ1）復興し、文久三

　　　　　　　なおかつ
年（1863年）松平直克は更に百石を加増し、黒

印三百石とな『）、慶応二年（1866年）四月前橋

に移り、一時現前橋公園内の北東照宮付近柳原

の地におかれた。

　その後明治四年の廃藩置県を経、明治七年

（1874年）五月、住職乗忍の代に川原村の薬王寺

を合併して現在地に移転、続いて旧前橋城内の

　　　　　　　　　　なおかた
建物の一部であった旧藩主直方の邸宅が下賜さ

れ、明治八年十月現在の堂宇が完成したのを機

会に、竜石山大興寺と改め、延暦寺末寺となっ

た。

　合併された薬王寺は、榛東村山子田の天台宗

　　　　　　　　　　　　　　　　　いつ柳沢寺の末寺で、寛文九年（1669年）六月、一
しん　あ　じゃ　り　そんじゅん　　　　　　　　　　　　　　　　　　りょうかい

心阿闇梨尊順の開創で、十三世亮海の代に明治

四年四月の火災に類焼し、同六年三月亮海が沼

田の金剛院へ転住し、以後無住となり、檀信徒

数も少なく復興し得なかった。

　一方、大興寺は神仏分離令によ1）、東照宮と

分離しなければならなかったため、薬王寺の復

興を兼ねて合併移転した。

　寺宝には、白河時代の火災や度々の移転もあ

ったが、旧藩主松平氏歴代寄進の什宝類が多く、

前橋市内屈指の寺宝所蔵寺院として知られてい

る。しかし、その什宝類が従来一部『南橘村誌』

などに記載されただけであ1）、一般にその全貌

が知られていなかったので、今回西林晃圓住職

の承諾を得、昭和59年11月1日よ1）2日間にわ

た1）調査し、その什宝目録を作製し得た。その

結果は次に掲げる大興寺什宝目録のとお1）であ

る。

6．今回の調査関係者

　文化財調査委員　　　山田武麿

文化財保護係　係長

　　　　　　主任

　　　　　　主任

　　　　　　主事

　　　　　　主事

中沢右吾

丸山知良

松島栄治

梅沢重昭

福田紀雄

林喜久夫

井野修二

中野和夫

近藤昭一

（近藤昭一）
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大興寺文化財総合調査汁宝目録

カード番号一 種　　別（名称） 材　質 法　　　量 備　　　　　　　　　　　考

1 書軸斉典書 紙　本
墨　書

全高181．5cm
軸幅　45．5cm

哉在冬……斉典の凸印「羽杖典印」と凹印「親藩」の
印を押してある。

2 書軸天海書 紙　本
墨　書

全高　　145cm
軸幅　43．7cm

「南無東照三所大権現」と書かれ、天海の角印二個を
押してある。

3 東照宮尊影 絹　本
著　色

全高　1845cm
軸幅　67．4cm

寛永年中御絵所神田宗誕筆
松平大和守直矩（寄贈者）

4 函 梨子地
漆　器

高さ　15．5cm
幅　　　22．3cm

長さ　74．8cm

金梨子地の函で中に東照宮尊影、天海書を入れてあり、
側面に24弁の菊花金具紐通しがついている。金具は金
銅製である。蓋は印籠蓋である。

5 華　　　　曼 金　銅
全高　　　71cm
全幅　　　38cm

本体高32．3cm

蓮華唐草文の銅板打抜で現存三枚あり、蓮華四個配さ
れている。銘文は無いが江戸時代初期と考えられる。

6 天部立像
木　彫
　桧

像高　　　32cm
宝形造ヒ）の厨子内に安置される木彫一木造りの立像で
両手首先を欠損している。彩色は剥落している。江戸
末期の作である。

7 仏像（金剛夜叉明王力） 木　彫
　桧

像高　35．5cm
岩座上に乗ヤ）、三面六腎である。江戸時代の作である。

8 祖師尊像画軸
絹　　本

著　色
全長　　　93cm
軸幅　　　33cm

二童子を左右に配した祖師像である。
画長38cm、画幅20．8cmである。

9 弁財天坐像
木　彫
　桧

像高　　23cm
蓮座高　11cm

木彫寄木造りの八腎弁財天坐像で、波濤座上に乗｝）頭頂
に宇賀神像を戴き彩色良好である。

10 阿弥陀如来坐像
木　彫
　桧

全高　　75cm
像高　　29cm
膝張　24．3cm
奥行　20．5cm

本尊で、伝承は薬師如来であるが現物は阿弥陀如来坐
像である。後補による金泥が厚く塗られているが製作
時期は室町時代まで遡る。台座底に銘文があ｝）「時天
保□戊戌年口月吉日大佛師、上州群馬郡　前橋」との
み読める。干支から天保九年（1838年）であろう。

10　　2、　3 日光・月光菩薩立像
木　彫
　桧

両像とも
像高　　40cm

いづれも持物の頭を欠損するが、月光の蓮台と岩座の
間に月天の墨書銘あり。両像とも江戸時代後期の作と
考えられる。彩色は黒ウルシと金泥。

11 高　茶　台 鉛 高さ　　26cm
幅　　　16．8cm

丸に葵紋と唐草を線彫で隙間なくあしらっている。製
作時期は江戸後期と考えられる。

12 唐銅燭台 鉛合金
高さ　　54cm
径　　　　13cm

葵紋があり、底部内側に墨書で「天マナワ尺六寸計」
と記してある。製作時期は江戸時代である。

13 普賢菩薩坐像 木　彫
　桧

総高　　　16cm

像高　　　6cm

頭が三つの象に乗るもので、厨子扉左に三ツ巴紋、右
に五三の桐紋を表わしてあり、花菱紋様を細くあしら
う金箔の荘厳さが見事である。江戸時代の造立。

14 延命地蔵半珈坐像 木　彫
　桧

台座共高
　　　25．5cm
像高　　　14cm

厨子内に安置され、手前に不動二童子を置いてある。
三尊共桧の一木彫成である。
江戸時代の造立と考えられる。

15 不動三尊立像 木　彫
　桧

台座共高12cm
不動像高5．8cm
右脇侍高2．7cm

不動立像は黒ずんでいるが元来は彩色のない檀像の白
木造りであったものだが、脇侍は彩色されている。不動
と脇侍は別時期のものであるが、いづれも江戸時代の
造立と考えられる。

16 ’摩利支天像 木　彫
　桧

像高　　　5cm
猪高　　4．7cm

猪に股がった三面八腎の摩利支天像で、大きさと厨子
の形状から念持仏として信仰されていたものであろう
造立時期は江戸時代と考えられる。

17 歓　喜　天 真　鍮
高　　　　8cm
直径　　2．8cm

円筒の中に安置された真鍮むくの男性自身で女性の持
ち物であったろうと推測出来る。

18 摩利支天立像 木　彫
　桧

総高　18．7cm
像高　10．2cm

六腎怒髪の立像で、天の邪鬼を踏みつけている。形相
は鬼面である。
造立時期は江戸時代であろう。

19 大黒天立像 木　彫
高さ　　8．8cm
幅　　　7．5cm

奥行　　　7cm

厨子内に安置され、蓮の葉上に乗っているが、尊像の
黒ずんだ状態からみて、座は別時期のもので、像自体
は桃山期から江戸初期頃まで遡るものであろう。

20 弁財天立像 乾　　漆

総高　　　61cm

像高　　51cm
総幅　29．5cm
奥行　　　13cm

脱乾漆の八腎立像である。衣の襲に宋風様式が見られ
造立時期は室町時代初期まで遡るものと考えられる。
厨子は唐破風をつけた殿堂形式である。

21 錫製華瓶 錫 高さ30．08cm
最大径　13cm

三葉葵に唐草を線刻で表現した錫製の華瓶で、製作時期
は江戸時代である。

22 毘沙門天立像
木　彫
　桧

高さ　　25cm
像高　　　12cm
鬼幅　　9．5cm

鬼奥　15．5cm

雲慶作と伝えるが作風からみて江戸時代の造立と考え
られる。厨子内にはお守りが入っていて墨で「御上書
福寿之文字齊典公御筆」とある。作柄は良く緻密であ
る。

23 毘沙門天立像
木　彫
　桧

総高　　　11cm

像高　　　7cm

唐破風殿堂造りの厨子内に安置される。形状は一般的
な毘沙門天である。製作時期は江戸時代と考えられ
る。

24 三形大黒天半1珈像
木　彫
　桧

高さ　　15cm
蓮座上に右足を垂下して坐る像で右手に小型の袋を持
ち、左手に金剛杖を持つ武装形の異形大黒天像である。
造立時期は江戸時代と考えられる・
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カード番号 種　　別（名称） 材　質 法　　　量 備　　　　　　　　　　　考

25 弁財天坐像
木　彫
　桧

高さ　14．5cm
像高　　　6cm

蓮の葉上に座し、像様は楽天様で像全体に彩色をして
いる。手は二腎である。造立時期は作風からみて江戸
時代と考えられる。
黒ずんでいるがもとは金銅製の鍍金がなされた中世の

26 大日如来坐像 銅 高さ　15．5cm
像高　　　7cm

懸仏の像部分である。像は打ち出しによるもので細部
は線刻で表現されている。造立時期は室町時代まで遡
る。

27 摩利支天像 木　彫 高さ　　　9cm
獅子に乗る異形の摩利支天像である。造立時期は作風
からみて江戸時代と考えられる。

男高　　28cm 男女像とも両手に宝珠の玉を腹部で捧げ持つ立像で、

28 歓喜天男女像 木　彫
男像高26．5cm
女高　27．5cm

通例の歓喜天像とは異る人間の男身女身像で、衣服は中
国風で足に沓をはいている。造立時期は江戸時代と考

女像高26．5cm えられる。
厨子高　63cm 狐の背に乗る女神像で左手に宝珠を持つ、金泥極細色

29 稲荷神（女神）像 木　彫
　桧

総高　　47cm
像高　24．5cm
幅　　　21．5cm

の像である。狐の尾には宝珠がついている。造立時期
は桃山期まで遡ると考えられる。

奥行　　　14cm

30 虚空蔵菩薩坐像
木　彫
　桧

総高　　　43cm
像高　　　24cm

右手に剣、左手に宝珠、頭に宝冠を戴く虚空蔵菩薩坐
像である。造立時期は桃山時代まで遡ると考えられる。
日月のついた額つきの厨子内に安置されている。金泥

31 天満宮坐像
木　彫
　桧

総高　　　50cm
像高　　　22cm

極彩色の像で身に鶏冠頭太刀を所持した天神像で、両
袖が外側に跳ね上った形状は中世的な様式を残してい
る。造立時期は桃山時代まで遡る。
木彫の曼陀羅で厨子内にびっしり造られた見事な彫刻
である。厨子背面には青金泥の銘文がある。
（厨子背面銘文）

「大元明王者大日如来之垂遊繹迦出尊之攣
身也威徳特尊而為衆生大加慈護所以本邦
従上武将蹄依斯尊而得其利益者不少載在
記傳予仰信其神力不可思議而欲常奉事此

32 大元明王像 木　彫
白　檀
厨子高　67cm
高さ　　50cm

尊美因命佛工某用白檀木如法造立尊容而
令露雲慧光律師開眼供養之了心念不空神
力加護武運長久子孫榮茂凡所求願皆悉圓
満良惟佛也神也儒也其道錐殊而所蹄則一
耳所謂誠也切告後喬有感干慈則予之志足
臭時正徳六年五月朔日
奥州白川城主
従四位下行侍従兼大和守源朝臣松平氏基知記」

正徳六年は西暦1716年で、江戸中期の造立である。

〆’ 総高　　　21cm 殿堂形厨子内に安置され像には金泥塗セ）の宝珠をかぶ
33 宇賀神像 銀 銀剥く　7cm せてある。像は銀剥で老人頭蛇身の宇賀神像である。

両目　百文匁 製作年代は江戸時代と考えられる。

34－1　　2　　　、
龍　虎　図 絹　本

墨　画
長さ　　181cm
軸幅　61．5cm

墨画による雲の中の龍と尾を上に跳ね上げた虎の図で
ある。絵の上端に落款が押してあ彫）、陽刻で「文政三李、
七十二翁、玄封居士」とあり、箱には玄封筆とある。

35 松　鶴　図
絹　本
著　色
長さ　　188cm
軸幅　　　61cm

波の打寄せる浜に二羽の鶴と二本の松、松から左に出
た李の枝に花と実を描く松鶴図である。作者名は群芳
（矢島群芳）とある。

36 観音菩薩坐像画
絹　本
著　色

長さ　164．5cm

軸幅　47．2cm

軸に「川原罵村中　観世音様」とある。作柄等からみ
て江戸時代後期の製作と考えられる。
印が二つある。

37 韓信図（股くぐり） 絹　本
著　色

長さ　162．5cm

軸幅　64．5cm
漢の武将韓信の青年時代、屠牛の少年に辱かしめられ
股をくぐらせられた図である。雪封画である。

38 山　水　画
紙　本
墨　書

軸長　　189cm
軸幅　66．8cm

「癸丑秋八月作、半煙散人」とあ｝）、また「備前岡山藩半煙
山水画慶鷹二丙寅仲夏初十日東叡浄名輪福元明大和尚
ヨリ授ス」とある。

39 人　物　画　一 絹　本
著　色

軸長174．5cm
軸幅　　　51cm

「作者名朝鮮陰浪」とある。雲流月樹下人物図である。題
材は不明である。

40 十六善神像画
紙　本
著　色

軸長202．5cm
軸幅　73．5cm

釈迦三尊と般若経の護持を誓った十六の夜叉神を描い
てある。主として大般若経を転読する時に、その本尊
とする。作風からみて江戸時代の作と考えられる。

軸長　　114cm 折紙を切って表華してある。准后宮へ宛た手紙である。
41 有栖川宮熾仁親王書状 紙　本

墨　書
軸幅　61．4cm
高　　　30．2cm

幅　　　45．3cm

42 梅花図、中軸仙人飛鶴図 紙　本
著　色

軸長167．5cm
軸幅　70．5cm

三幅対になるもので、「葛堂家態写意」とあ｝）、中の軸に
は葛堂の印「葛堂画章」を押してある。

43 酔　　　　画 紙　本
墨　画

軸長　　192cm
軸幅　　　72cm

矢嶋補一君、有竹、徐林の三名で描いたもの、左端に
「丁丑春日於書画開莚席上酔後補古梢在雲石」と墨書が
ある。
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44 宝　珠　図
紙　本
墨　書

軸長　　185cm
軸幅　　　80cm

沙門道海筆の宝珠図である。上に「無上宝聚不求自得」
とあり、道梅の印を押してある。
宝珠は火炎を表現してある。

45 山　水　画
紙　本
墨　書

軸長　　192cm
軸幅　70．3cm

南画様の山水画である。「癸酉冬日（文化10年）南湖」の
作である。

46 如意輪観音（暴言） 紙　本
著　色

軸長　　153cm
軸幅　42．5cm

白蓮華座の上に右膝をたててその上に屈した右肘をあ
てた半i珈思惟像の如意輪観音、通例二十二夜様として
信仰した。製作時期は江戸時代後期と考えられる。

47 黒漆塗ケ）葵紋入り箱 漆　器
印籠蓋で箱の横に紐金具がついている。蓋の中央に金
泥による葵紋がある。製作時期は江戸時代と考えられ
る。

48 祖師像画
絹　本
著　色

軸長　　　70cm
軸幅　　　39cm

大壇に坐った祖師像を御簾をあげて見える図に製作さ
れ、左右に童子を配し、御簾の右端と左端に金泥の太
陽と銀泥の三日月を配している。

49 徳川家康・秀忠花押
紙　本
墨　書

軸長　　　69cm

軸幅　　31cm
家康の花押を右に、秀忠の花押を左に配している。い
ずれも紙に書かれていたものを裁断したものである。

50 「東照宮」書軸 紙　本
墨　書

軸長186．5cm
軸幅　48．3cm

染筆不分明、「明矩謹拝之」とある。

51 欽　堂　書
紙　本
墨　書

軸長　　169cm
軸幅　48．3cm

「厩橋縣梅見初雪欽堂」とあり名の下に印二個を押して
いる。

52 梅　花　図
紙　本
墨　書

軸長165．9cm
軸幅　45．5cm

「丁巳冬日画併顕木海」（安政であろう）端に「南紀上辻
禎甫自画自賛」とある。図柄は月に梅である。

53 牡　丹　　図
絹　本
著　色

軸長　　168cm
軸幅　46．5cm

白赤一輪づつの牡丹の上に蝶が舞う図である。
「養真」の名が左端下に書かれている。

54 童児と犬の図
絹　本
著　色

軸長　　168cm
軸幅　46．5cm

「養真」の名が中央右端に書かれている。

55 木版鬼図 紙　本
軸長　　127cm
軸幅　40．5cm

天台の鬼大師の図である。主として元三大師の信仰と
合せて信仰され、盗難除に祭られている。

56 拓　本　軸 紙　本
軸長
　　　147cm軸幅
　　　　45cm

「東照宮御歌」とあセ）、左端に、「元治二年乙丑夏四月十七

日正丁、二百五十回忌恭錬御詠換、御影御興有信臭」、
とある。

57 拓　本　図 紙　本
軸長　　144cm
軸幅　41．5cm

「管丞相御書、古ちふかばにおいよこせよ梅の花……」
である。

58 摩利支天画像
紙　本’

木　版
軸長　　157cm
軸幅　45．5cm

猪の上に乗ン）、弓矢を引く鬼神像である。像の下に「光
明山奥之院」とある。

59 弁財十六童子画
紙　本
木　版

軸長　　108cm
軸幅　　　36cm

毘叉門天と大黒天を脇にしたがえ、さらにその下に十
六童子を配する弁財十六童子画である。像の上に「江
嶋本宮巖屋」とあり、箱裏書には「弘化三丙午年九月
朔日勧請之小出茂萱随萱休謹書」とある。

60 天台智者大師誠銘
紙　本
墨　書

軸長128．5cm
軸幅　　45cm

都畿山沙門義仙書
「備中小田郡矢掛村多聞寺覚堂法師発起二’因リ、天保六
乙丑七月」に書いたとある。

61 良忍上人像
絹　本
著　色

軸長164．5cm
軸幅　62．5cm

二つの白蓮華座上に踏割で立ち、胸前で合掌し、背に
頭光を表現し、像全体は雲に乗っている。

62 毘沙門天像
絹　本
著　色

軸長164．5cm
軸幅　62．5cm

雲上に二つの白蓮華座上に踏割で立ち甲冑を着た毘叉
門天像であるが、義軌左右の手の持ち物が逆になって
いる。背に火炎の頭光を配している。

63 桓武天皇像
紙　本
印　刷

軸長157．5cm
軸幅　　　71cm

衣冠束帯姿の椅子に座った像

64 伝教大師像
紙　本
印　刷

軸長157．5cm
軸幅　　　71cm

白頭布に衣をまとった大檀上の坐像である。

65 十五鬼神図
紙　本
木　版

軸長　　　97cm
軸幅　　　37cm

曼陀羅状に描き出されている。

66 伝教大師像
紙　本
印　刷

軸長　56．5cm
軸幅　　24cm

大檀上に着座して手に珠頭を持ち前に二童子を配して
いる。

67 摩利支天像
紙　本
木　版

軸長　87．5cm
軸幅　　　30cm

猪の上に立ち、右に剣を下げ持って左手を延ばした鬼
神像である。絵の下に「下谷徳大寺」とあり、像の上
に「如世尊勅、南無大摩利支天、當具奉行」の文字が
書かれている。

68 中将姫山居語
紙　本
墨　書

軸長　83．5cm
軸幅　　56cm

中将姫は伝説上の人物横侃大臣藤原豊成の女で、一説
に継母に大和の雲雀山に捨てられ、無常を観じて当麻
寺に籠ったという。文体は人生の教訓を論じたもので
ある。

69 不動明王立像図
紙　本
著　色

軸長　　178cm、

軸幅　　　55cm’
作者妙滞老人とあケ）、画風は円心様の不動に似る。
作風から中世的な観がする。

70 堆朱卓萬暦龍図

71 五大明王図
絹　本
著　色

軸長219．5cm
軸幅　　94cm

不動、軍茶利、大威徳、降三世、金剛夜叉の各明王五
大尊を曼茶羅様に表現したもの。

72 羅　漢　図
紙　本
単　彩

軸長　　205cm
軸幅103．5cm

山水画の中に十六羅漢を配した図である。
作者隆古の名が見え、r嘉永三年龍集庚戌秋七月干蘭盆
後一日写無迂道喜隆古」と書かれている。
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73 書　　　　軸 紙　本
墨　書

軸長115．5cm
軸幅　85．5cm

危善書
見わたせば花も紅葉も……の和歌一首

74 浬　繋　図
絹　本
著　色

軸長　　250cm
軸幅　　150cm

「新添浬繋像一幅、河原嶋薬王寺常什物口口山、観音堂
主大眠画工野田村敬山坊、維時天保五甲午年十月朔日
とあり箱書には浬繋像河原島村、薬王寺什物函蓋之施
主長井蝶五郎自工」とある。

75 五十尊曼茶羅
絹　本
著　色

軸長　　217cm
軸幅156．5cm

「御緯所法橋素運圖行年七十三歳」とある。
五大明王を中央に大きく描きその四方に天部を配しさ
らにその外側に種子を配し、中央上部に一字金輪仏頂
尊等を表現した曼茶羅である。作風からみて江戸時代
のものであろう。

76 十界曼茶羅図
紙　本
著　色

軸長　　265cm
軸幅　　193cm

現世利益の阿弥陀如来を中央上部に描き、絵の中心部
に八葉蓮華座の中に「心」の字を描いてそこから十界
を描いている。最下部が地獄の世界である。

77 鰐　　　　口 銅
耳間　14．5cm
径　　　14．5cm

厚　　　3．7cm

銘文が裏表に刻まれている。
「奉進納愛宕之鰐口如意成就所、干時天正十六年戊子
十二月廿八日」「奥州関之郡鷹尾之郷椀村、宝銀山」と
ある。天正十六年は西暦1588年である。

78 飯櫃（匙付） 木　製
漆　器

高さ外10．5cm
　〃　内9．5cm

径　外　23cm
〃　内21．5cm
匙長　22．5cm

蓋の中心部に金泥による葵紋を描きその周囲を唐草を
緻密に配している。匙は内側を櫃同様朱塗りで外側を
黒漆塗りで櫃塗『）で櫃塗りに合わせてある。唐草の葉
の形からみて製作時期は江戸中期末頃と考えられる。

79 酒　　　　器 銅　製
全高　17．5cm
高さ　　8．5cm
径　　　　15cm

鶴亀と松に笹を銀象嵌で表現してある。吊手付の酒器
である。図柄から見て江戸中期頃と考えられる。

80 文箱（引き出し付） 木　製
漆　器

外箱は岡持ち状の文箱で蓋は落し蓋になっている。黒
漆塗りで武田菱の四ツ目紋を金泥で散らしてある。中
には引出し付の文箱を入れてある。引出しの中には古
文書が入っている。製作時期は江戸後期と考えられる。

81 酒器附三組椀
木　製
漆　器

酒器外高10cm
〃外径18．5cm
椀大高　　7cm
　〃　外径13cm

椀中高5．8cm
　〃　外径12cm

椀小高4．8cm
〃外径11．3cm

外側を黒漆塗り、金泥で葵紋および唐草を描き、内側
は朱塗｝）になっている。酒器には吊手がついているが
蓋はない。椀は大中小の組みである。製作時期は図柄
からみて江戸中期と考えられる。

82 酒　　　　器 木　製
漆　器

高さ　10．5cm
径　　　8．5cm
柄の長さ39．5cm

長柄つきの酒器で、外側を黒漆塗聖）金泥唐草と葵紋入
り、内側を朱漆に塗『）わけている。柄は器の縁から縁
へ差し渡してある鍵形のもので今日結婚式で用いられ
る形の原形ともいえる。製作時期は図柄唐草長葉の形
から江戸中期まで遡ると考えられる。

83 大ぶり盃台
木　製
漆　器

高さ　　31cm
幅　　　　30cm

底部径20．5cm

上部を方形に造り下部を円錐形に造るもので、外側を
黒漆、金泥唐草および葵紋を表現してあり、方形上部
内側を朱漆塗りである。製作時期は唐草の様式と金泥
の質の悪さから見て江戸中期末頃と考えられる。Nα81・
82と組みと考えられる。

84 ノ」・ぶ’り盃台 木　製
漆　器

高さ　　19cm
幅　　　19．5cm

箱形で側面を方形隅切り花頭窓に造ってある。黒漆塗
りで葵紋と唐草を金泥で飾ってある。製作時期は唐草
の長葉からみて江戸中期と考えられる。

85 高　杯　台
木　製
漆　器

高さ　　17cm
径　　　　24cm

椀部平形で円錐状の台をつけた高杯状の菓子載せ台で
ある。梨地朱漆塗りである。

86 猫足付台
木　製
漆　器

高　　　　18cm
幅　　　　23cm
奥行　　　15cm

猫足付の飾台で置物を載せる台として使用されていた
ものと考えられる。黒漆塗りで側面には蝶の文様及格
子模様内に花を配した金泥塗りである。美術的にも美
しい調和が見られる。製作年代は江戸中期まで遡ると
考えられる。

87 高茶台一対
木　製
漆　器

高さ　　10cm
径　　　　15cm

黒漆塗『）金泥葵紋入り、高杯状の茶台である。

88 Nα87に同じ

89 小ぶり重箱 木　製
漆　器

高さ　　9．5cm
奥行　　3．3cm

黒漆塗りであるが蓋は別物である。

90 三ッ重盃
木　製
漆　器

大径　12．7cm
〃高　　2．7cm

中径　11．8cm
〃高　　2．4cm
ノ」・径　　10．7cm

〃高　　2．1cm

朱塗りで鶴・梅・松紋様の蒔絵で内側は飾ってある。

91 梨子地四ツ組重箱
木　製
漆　器

高さ　　30cm
幅　　　　25cm

奥行　22．8cm

上蓋二枚付の四段重の重箱で全面梨子地、金銀彩色の
蒔絵には牡丹・藤・御所車を四面に配している．
美術的に見て美しい。
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92 四ッ組重箱
木　製
漆　器

高さ　　33cm
幅　　　23．5cm

奥行　　25cm

四段重黒漆塗りの重箱で、各面に金泥彩色の団扇、扇
子、軍配模様を配した蒔絵づくりで、美術的に見ても
美しい。

93 三　　ッ　重　盃
木　製
漆　器

大高さ7．5cm
〃径　　　11cm

中高さ6．5cm
〃径　　7．5cm

小高さ5』8cm
〃径　　4．5cm

朱塗りの上に松鶴を配した金泥彩色の蒔絵のある七五
三の盃である。

94 酒　　　　器 金　銅
高さ　　10cm
径　　　　15cm

吊手つきの銅製の酒器で表面にアマルガムによる鍍金
がほどこされている。

95 菊花双雀文鏡 銅
径　　　7．9cm
厚　　　0．6cm

二重の内圏内に菊花と雀二羽を配した円鏡で、縁はや
や高』くなっている，鉦は菊花円錐台である。製作年代
は形状模様等からみて室町時代まで遡る。箱の裏には
次のような墨書銘がある。言い伝えでは将軍地蔵御鏡
となっている。
「天正十六歳戌子十二月什八日御納二相成候御品之由、
慶安元歳八月吉日御天守御納物二相成候由、嘉永四辛
亥十二月相列、大津御陣屋相廻ス」

96 道中酒器
木　製
　錫

箱幅　　　14cm

箱奥行7．5cm
炭の方高さ7．5cm

〃径　　　6cm
酒の方高さ　8cm

〃径　　7．5cm

木製の箱内に錫製の酒の罐を収めた箱がセットされて
いる。道中用の小型の酒器である。他に取ヤ）かえ用の
酒器もついている。

97 ／」・　　　机 木　製
漆　器

高さ　15．7cm
幅　　　33．5cm

奥行　13．5cm

堆朱に竜を描いた飾机である。美術的に見て美しいが
足が少しいたんでいる。

98－1 ノ1・　　　机
木　製
漆　器

高さ　13．7cm
幅　　　45．5cm

奥行　23．5cm

堆朱、竜、鳳を表現した飾り机である。美術的に見て
美しい。

98－2 如　意　棒
木　製
漆　器

厚さ　　　3cm
幅　　　4．5cm

長さ　33．5cm

堆朱製の如意棒で法具としても贅沢な造りである。

99 梅と鶴の置物
錫・銀
赤　銅
　金

高さ　25．5cm
幅　　　　30cm

贅を凝した置物である。岩状台の部分は赤銅、梅の枝
は錫、花と鶴は銀、鶴の一部分は金を使用している。
鶴は三羽と『）つけられている。全体として宝船になっ
ている。

100 刀　　　　ま卦 木　製
漆　器

高さ　37．5cm
幅　　　44．5cm

奥行　　20cm

黒漆塗りで、金泥彩色がある。板絵の部分には鶴亀松
岩を金泥緑青等で描いてある。足の部分には菱格子模
様を描いて、縁には金泥を塗ってある。

101 帳　　　　台
木　製
漆　器

高さ　58．5cm
幅　　　　67cm

奥行　　22cm

台に柱を立てて、とばりを掛けた小型の帳台で黒漆を
塗ってある。

102 能絵小皿 石弦　器 径　　　9．2cm
白い小皿に色粕薬で能姿絵を描いた十枚組の皿である。
「丹山」の銘がある。

103 九谷焼茶器一箱
高　　　　　　盃

石弦　器

木　製
高盃高さ9cm
　〃　径　11cm

箱の中に九谷焼急須一個、茶椀五個、大茶椀一個とと
っく『）一対、高盃五個が収められている。茶器には色
粕薬で図柄が描かれている。とっくりは角つきで花絵
を色粕薬であしらっている。高盃は外側を黒漆で塗り、
内側を朱漆で塗と）、外側には金泥で葵紋を描いてある。

104 香　　　　炉 石弦　器 高さ　n．5cm
径　　　29．3cm

三本足のついた浅鉢状の青磁の香炉で、蓋を失ってい
る。

105 大　　　　皿 石弦　器
高さ　　5．2cm
径　　　33．2cm

皿の内側に椿の花七個と鵠一羽を色粕薬で描いてある。
（伊万利焼と考えられる）

106 香　　　　炉 石弦　器 高さ　　12cm
径　　　26．7cm

現在使用中の香炉である。

107 旗 絹　　麻
糸従　　　190cm

幅　　　　58cm
地は竜に雲の模様があ1）、白い糸で葵の紋をあらわし
ている。旗は二硫ある。地は絹で下は麻である。

108 幕 絹　麻
幅　　　175cm
奥行　　65cm

葵の紋の入った錦織りの幕で紋は三ケ入っている。

109 大人用袴 絹 格子花模様を染めぬいた生地である。
100 小供用袴 絹 細い端花模様を染めぬいた生地である。

111 地蔵画像
紙　本
著　色

長さ　110．5cm
軸1幅　43．5cm

112 太　　　　鼓
木　製
　皮

作者r火煙」の名がある。’

113 十三佛画
紙　本
著　色
長さ　　175cm
軸幅　　　58cm

114 松　に　鶴 絹　本 「群芳」の銘がある。群芳は矢嶋群芳の作
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9
弁財天坐像（木造）

江戸時代中期

彩色と像形に時代的待

色を反映させている。

　　　　　　　　　／0
β可弓邸区宮女口来坐イi象（木イi象）

室町時代

童児形の顔に年代的特

色がみられる。

／4

延命地蔵半珈像（木造）

江戸時代

左足を垂下した儀軌上

の約束が認められる。

　　　　　　　　　20
弁財天立像（乾漆）

室町時代

衣の襲に写実性を強調

する宋風様式が特徴
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22

毘沙門天立像（木造）

江戸時代

細部まで緻密に彫刻さ

れているところに特徴。

28

歓喜天男女像（木造）

江戸時代

像形にかたさがみられ

るのが時代的特徴。

30

虚空像菩薩坐像（木造）

桃山時代

像全体のおちついた風

情に年代的特徴がある。

　　　　　　　　　32

大元明王（木造）

江戸時代（／7／6年）

像形曼陀羅を成す時代

的特色がある。



26

騨

33

宇賀神（銀製）

江戸時代

銀製の蛇体に着いた顔

に信仰上の深さが特徴。

3
東照筥尊影（絹本著色）

／624年～／644年

家康像画独特の気風が

顔ににじみ出ている。

灘

34の2
虎図（絹本墨画）

江戸時代（／820年）

尾を上に跳ね上げて虎

を画面上に生している。

35

松鶴図（絹本著色）

江戸時代

松から左に出た李で構

図のバランスを作る。



27

　　嚢徽灘　

，鱗覇灘、
37

韓信図（絹本著色）

江戸時代

漢の武将韓信の股くぐ

りの図である。

40

十六善神（紙本著色）

江戸時代

釈迦三尊と般若経の護

持を誓った十六の夜又。

54

童児と犬の図（絹本著色）

江戸時代

子供と犬の遊ぶ図を細

密に描いている。

1『一

難霧騨難蝶獲騨・騙
購
，
羅灘謬報鶯i・麗灘叢
繭駿叢，羅一灘灘簸　

1
．
議
．
襲
、、、言，　叢竪、．懸灘ミ．

74　　　　　　　　　　　75　　　　　　　　　　　76
浬繋図（絹本著色）　　　　　　　　　　　五十尊曼奈羅（絹本著色）　　　　　　　　　　十界曼祭羅図（紙本著色）

江戸時代（／834年）　　　　　　　　　　江戸時代　　　　　　　　　　　　　　　　江戸時代

極細色に描かれた見事　　　　　　　　　朱色を基調とする太陽　　　　　　　　　　現’世利益を絵図によっ

な図である。　　　　　　　　　　　　　神の化神である。　　　　　　　　　　　て示したもの。
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愈

ヂ
象

響

斐◎

垂
5
け　まん

華曼（金銅製）

江戸時代前期

、拳

蓬「

蓮華唐草文の形に時代

的特色がある。

茎

83

大ぶり盃台（漆器）

江戸時代中期

大ぶりの中に細い彩色

で色調を言周禾口させる。

嚢

77

鰐口（銅製）

桃L」時代（／588年）

箱形の造りに時代的特

色がある。

灘
憩

86

猫足台付（漆器）

江戸時代中期

猫足の飾台で金泥彩画

が黒塗りに調和。

95

菊花双雀文鏡

室町時代

銀と菊花雀の肉付けに

時代色がある。

98

小机と如意棒（堆朱）

江戸時代

竜鳳を彫った小机，竜

を刻む如意である。

9／

梨子地四ツ組重箱

江戸時代

金梨子地に金銀彩色蒔

絵の優雅な図柄。

99

栴と鶴の置物

江戸時代

錫，銀，赤銅，金から

なる贅をこらしたもの。

／02

能絵小皿（磁器）

江戸時代

能組絵皿で2組ある。

78

飯橿匙付（漆器）

江戸時代中期

唐草の葉の形に時代色

がある。

79

酒器（銅製）

江戸時代中期

銀象嵌の図柄に落ちつ

いた時代色がみられる。

92

四ツ組重箱（漆器）

江戸時代

黒地に扇を図柄とする

大胆な色調。

96

道中酒器（錫・木造）

江戸時代

携帯用の酒の婿道具。

107

旗（絹・麻）

江戸時代

雲竜を細く織り込んだ

中に白糸で葵紋を織る。



W昭和59年度事業概要
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昭和・59年度事業概要一覧

　昭和59年度の文化財保護係の事業は、管理運営、普及事業、整備事業、総合調査事業、埋蔵文化財

発掘調査事業の五部門で実施された。事業は、下記にある通ケ）多岐に渡っている。民間開発を含めた、

・所謂・開発・が急増しているため、埋蔵文化財発掘調査事業における対応は、今後とも多忙を極めお

ものと予想される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中野覚）

1．管理運営
●国有文化財の管理と清掃

●文化財パトロール（文化財保護指導員5名）

●史跡内樹木のアメリカシロヒトリ駆除

●史跡等の清掃

●文化財分室の管理

●指定文化財の維持管理

●蚕糸記念館の防火管理

●係員の研修
●文化財関係庶務

2．整備事業
●史跡整備（天川二子山古墳〈国史跡＞・塩原

　塚古墳〈市史跡＞）

●山王廃寺塔心礎〈国史跡＞履屋修復・根巻

　石〈国重文＞複製の作製・女掘〈国史跡＞

　の買上げ

●前橋市歴史環境広域整備基本構想の策定　’

●標柱・説明板・案内板の設置・

●上野国総社神社本殿く県重文＞保存修理

3．普及事業
●郷土芸術大会

●文化財展（57・58年度の発掘調査の成果）

●文化財普及講座（4回）

●教材化（スライド作成）

●展示活動（蚕糸記念館、中央公民館）

●文化財調査報告書第15集編集・発行

●「広報まえばし」への執筆

●遺跡現地説明会

4．総合調査事業

●民俗調査（赤城型民家の調査・保存、民具

　収集）

●重要資料調査（妙安寺関係、酒井家資料複

　製）

●文化財調査委員会議及び文化財調査（円満

　寺・大興寺）

●上野国府総合調査（推定国府域周辺地域の

　現況図作成）

5．埋蔵文化財発掘調査事業

●学術調査

●公共開発　　柳久保遺跡群（試掘を含む）

　　　　　小神明遺跡群皿

　　　　　南田之口遺跡

　　　　　茶木田遺跡
　　　　　元総社明神遺跡III

●民間開発　草作遺跡

　　　　　赤烏遺跡
　　　　　桜ケ丘遺跡
　　　　　箱田境遺跡
　　　　　宅地扉発等事前協議試掘調査

●整理事業　　芳賀団地遺跡
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保護・普及事業

　前橋市内には、古くからの歴史や文化を伝え

るたくさんの文化財が残されている。これらを

市民の方々に伝え、文化財に対する理解を深め

るために、以下のような活動を行った。

　文化財展と講演会〈第10回〉

　　　昭和59年8月14日（火）～9月14日（金）

　　　於：前橋市立図書館展示室・講堂

　　　テーマ　　先人の足跡一最近の発掘調査から一

　　　記念講演　9月8日（土）

　　　講師　県埋文センター所長梅沢重昭氏

　近年の発掘調査によ｝）発見された住居跡や古

墳・水田跡などを写真や図・出土遺物によ1）紹

介し、土の中に眠っていた先人の姿を明らかに

した。先人の足跡をたどろうとする多くの人々

が見学に訪ずれ、好評を得た。

文化財普及講座〈第3回＞

　　　テーマ：前橋に伝わる民間信仰と祭礼

　　　　於　　：前橋市中央公民館

古くから伝わっている民間信仰と祭礼の意義

とその歴史・経過などを学ぶ4回シリーズの講

座を開いた。

　熱心な受講者を前に、講師も時間を超過する

程であった。（内容の概略は11・13・15・17頁に掲載）

争．象

鞍

前橋市郷土芸能大会〈第12回＞

　　昭和59年11月24日（土）午後1：30～4：30

発掘調責の予贈矯識

　①発掘調査のまえに
　文化財保護法でいう埋蔵文化財とは、

「士地に埋蔵されている文化財」をいいこ

の埋蔵文化財には￥貝塚＼古墳，集落跡＼

都城跡などをはじめ＼遺物散布地，遺物

包含地などの考古学でいう遺跡と＼それ

ら遺跡に埋蔵されている士器，石器＼木

器．金属器などの遺物も含まれています。

　それでは、なぜそのような埋蔵文化財

を保護する必要があるのかというと．文

化財保護法には，文化財について，「わが

国の歴史＼文化等の正しい理解のために

欠くことのできないものであり＼かつ将

来の文化の向上発展の墓礎をなすもの」

として＼「貴重な国民的財産」であると規

定しています。とりわけ埋蔵文化財は人

々の長い歴史の過程において残ってきた

ものであり、それぞれが歴史的時問の重

みを持っているとともに、それを作り残

した人々＼社会＼地域＼時代などの内容

をそれ自体に内在させている歴史的＼文

化的な資料としての価値をもっています。

また、その多くがそれぞれの時代を生き

た人々によって作られたものとして、当

時の文化を即物的に伝えてくれます。

　埋蔵文化財は、その性質上、一度破壊

されると，いかなる努力をはらっても二

度と復元することはできません。また．

個々の埋蔵文化財は，固有の価値をもっ

ており＼全く代替性がききません。

　以上のような点から，文化財保護法に

おいて、開発行為を行なう場合には＼学

術的な目的で発掘調査するにも￥事前に

発掘届を提出することを義務付け、その

保護に必要がある場合には，その届出に

係る発掘調査に関して禁止，停止、中止

を命じることができるような規定を設け

ています。

　群馬県遺跡台帳や前橋文化財地図等に

記載された埋蔵文化財包蔵地は＼前述の

規制をうける地域となり所定の手続きを

とらなければなりません。

　また＼新たに遺跡．遺物が発見された

り＼工事中などにこれらを新しく発見し

た場合についても．直ちに現状を変更す

ることなく届出なければなりません。

　こうした埋蔵文化財については＼教育

委員会文化財保護係で取扱っています。

　さて＼発掘調査を実施するといっても＼

発掘調査は．．遺跡にとって最初で最後の

実験的万法であり、破壊行為です。です

から＼発掘調査を進めるについては、そ

れなりの専門的な知識と技術がなければ

できません。今回のテーマとして取り上

げた文献、地名＼地形、地層、火山灰￥

士器の編年は、発掘調査に必要な予備知

識の一部です。これらの知識を有効に活

用し￥ひとつひとつ確かめながら発掘調

査は行なわれ

ています。

　（福田瑞穂） 米

1㌧ll、ll

し

き

か

め

　　詠三

1韓雛
カマドの構造
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　　　於：市民文化会館小ホール約550名入場

　地域の人々の心のよ1）どころとして守1）育て

られて来た伝統ある郷土芸能を広く市民に公開

し、その保護育成をはか1）、市民文化の向上を

目ざした。（概要は15頁参照）

　教材開発事業

　文化財に関するスライドを作成し、学校教育・

社会教育に活用することを目途とした。昨年完

成した原始・古代編に続き、中・近世編のコマ

の選定を進めてきた。完成は来年度の予定。

　文化財愛護作品コンクール

　昨年実施したコンクールの最優秀作品を原画

として、愛護ポスターを作成した。市内の公共

施設や指定文化財所有者宅へ掲示を依頼し、文

化財保護思想の高揚に努めた。

　まえばし文化財地図

　昭和57年度に発行した地図の残部がなく、市

民の要望も高まってきたため、調査により得ら

れた新たな成果を加えて、改訂版を発行した。

　その他

　広報「まえばし」に『埋もれた歴史を訪ねて』

を連載し、市内の伝統ある建物を紹介した1）、

昨年発行のめぐりコースパンフレットを増刷し、

希望者に無料配布したり、各種の文化財めぐ1）

の講師として市内外の文化財を紹介するなど、

幅広く活動し、文化財に対する理解を深める事

業の実施に努めた。

文化財展「先人の足跡」より

管理・整備事業

　近年、文化財に対する関心が高まり、市内に

残る史跡等の活用の要望も高まりつつある。

　そこで、史跡等の歴史的価値をふまえた整備

活用の基本構想を策定するとともに、急務の整

備と管理に努めた。

　史跡等の清掃

　指定史跡を中心として、草刈・薬剤散布を実

施した。『地域の文化財は地域住民の手で守る』

ことを目ざし、金冠塚古墳を山王一丁目自治会

に、今井神社古墳を今井町自治会に、酒井氏歴

代墓地・車橋御門跡をシルバー人材センターを

通じて地元の方々にお願いした。

　また、総社二子山古墳は、総社史跡愛存会の

皆さんに、天川二子山古墳は、前橋連合青年団

の皆さんにお願いした。

　文化財パトロール

　市内を5地区に分け、それぞれ下表のとおり

文化財保護指導員を委嘱し、随時パトロールを

実施している。

　種々の情報を報告し

ていただき、文化財保

護にたいへん有効であ

1）、今後も十分連けい

をはかっていきたい。

　分室管理運営

　元総社南小学校内の空校舎を埋蔵文化財の整

理及び収蔵施設として使用している。

　芳賀団地遺跡の整理作業及び毎年の発掘調査

後の整理作業と報告書の作成の場であケ）、文化

財保護係の業務の拠点として、重要な役割を果

している。　　　　　　　　　　　（町田信之）

地区名 指導員名

中　　央 一二三九兵衛

総社・元総社 新木一郎治

広瀬・山王 関根辰雄
芳賀・桂萱 中島　幸重郎

城　　　南 森村伊勢雄
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　天川二子山古墳保存修理（国・県補助事業）

　国史跡である本古墳の保存修理は2ヶ年計画

で、今年度で終了した。58年度は、古墳の表面
　　　ふきいし
を覆う葺石や崩落した墳丘を養生するため、簿

く盛土を行った。

　今年度は、フェンス・石積工事、木製階段（丸

太）・車止め・説明板の設置、植栽、および、伐

開等の雑工事を行った。

　説明板は、有田焼の陶板と石を用い、本古墳

を含めた文京町から広瀬・山王団地にかけて立

地していた広瀬古墳群を主な

内容とした。

　今回の整備は、未調査であ

るため、墳丘は養生的な盛土

にとどめ現状を保つことを優

先し、可能な範囲で史跡の歴

史的価値を高め住民や来訪者

　塩原塚古墳保存修理（市史跡）

　田口町に所在する古墳だが、石室内の石が崩

落しかかってお『）危険なため、測量後土のうを

詰め保存処置をとった。他に、説明板・石製標

柱の設置・伐開等を行った。

　　　　標柱・説明板・案内板の設置

　　　　昨年度に引き続き左記の史跡に設置した。

設置物件

説明板

標　　柱

案内板

該当文化財名
光厳寺薬医門、女掘、梵鐘（妙安寺）

埴輪踊る男子像、石田玄圭の墓

埴輪踊る男子像・女掘
伊勢山古墳，大室城跡
日輪寺十一面観世音像、

旧アメリカンボード宣教師館
下長磯あやつり式三番

永明公民館
上川渕公民館

　山王廃寺塔心礎（国史跡）履屋修復・根

巻石（国重文）レプリカ作製

　根巻石については雨ざらしになってお

り、保存と展示等にも活用するレプリカ

に認識してもらうよう努めた。山王廃寺根巻石（国重文）レプリカの作成をした。 （中野和夫）

発掘調蓋の解備餐i識

㊧文献の利用
　考古学の調査では、最終的には掘る（発

掘調査）ということになりますが，掘ら

なくとも，昔の士器・瓦等（遺物）の散

布や地形、伝承等から、遺跡かどうかあ

る程度推測はつきます。このようにして

できた文献に＼『群馬県遺跡台帳』や『前

橋市文化財地図』があります。中でも古

墳は目につきやすく調査しやすいことも

あり，すでに昭和／0年には県内全域で調

査され，その成果は『上毛古墳綜覧』に

まとめられています。

発掘調査に当って、上記文献に目を通

すことは言うまでもありませんが＼地名

や地籍図の利用も非常に有効的です。地

名は、千年に90％を残すと言われ．地名

自体が文化財であるとの考え万が一般的

になりつつあります。尾崎喜左雄博士

の『群馬の地名』は＼このような意味で

非常に有益と思われます。地籍図は昔の

道，溝（堀）等の痕跡を筆境や小字界と

してよく表現されており＼近年の士地改

良等で改変されたような所では＼大変役

立ちます。絵図や古地図等も同様で．こ

れらは文書館や市町村役場に備えられて

います。また、『上野国郡村誌』は＼明治

初頭以前の県内町村のありようを知る上

で基礎資料となっています。

　最近は市町村誌の刊行が盛んで．上記

文献を4冊の内に納めていることも多く

大変イ更利です。また．地域の歴史の概要

を知る上で最初に目を通すべき文献の一

つでもあります。

　発掘調査は，士の中にある遺構・遺物を

検出する作業ですから＼士層の見極めは

最も大事な技術と言えます。また、士層

中には、浅間山や榛名山の火山灰や軽石

層が良く見受けられ．この中には年代の

わかっているものがありますので、遺構

の年代を知る上で大変参考になります。

士層同様に火山灰や軽石層の見極めも必

要になります。考古学では地質学の文献

は欠くことのできないものとなっていま

す。

　古墳時代や奈良時代以降の遺跡の調査

では＼『日本書紀』＼『古事記』、『続日本紀』

等の歴史的文献の併用が可能になり，時

には必須ともなります。たとえば．発掘

調査で奈良日謝　の竪穴式住居跡が発見さ

れたとします。私達の目の前にあるのは．

カマドを持った万形の掘り込みと遺物と

しての士器，そしてたまたま腐らずに残

った鉄器類だけです。私達はこれだけの

ものから，当時の家族や集落のあり万￥

衣食住や精神生活、住居（建物）の構造，

或は政治との係り等々を考古学的万法に

よって明らかにする努力をしなければな

りません。このような時参考になるのが，

上記の歴史的文献であり．当時の人々の

生活や雰囲気を今に伝える『万葉集』、『風

士記』，『日本霊異記』等の文献です。扱

う時代により，使用万法や文献もかわり

ますが、それが外国の文献になる時もあ

ります。また，民俗学や文化人類学の成

果も重要です。

　考古学は帰納的な学問ですが．そのた

めの報告書等文献のセンターとなるべき

施設が県内になく残念です。（唐澤保之）
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総合調査事業

妙安寺文化財調査報告書刊行事業　本年度は次

の内容で実施した。

1．記録類・古文書類

　一谷山記録については一応解読したので、見

直しの作業が執筆委員の手で進められた。その
　　　　　　じつにょしょうにんぎょひつぎょぶん
他妙安寺系図、実如上人御筆御文、古文書類の

解読を実施した。大半については見直し済みで

ある。近現代文書については目録のみにとどめ

た。

2．什宝類

　仏画、肖像画、仏像、工芸品等は専門家によ

る鑑定調査を実施し、主として年代判定、材質

などの分析がなされ、あらためて宝物類の性格

から重要なものであ1）、県内でも数少ない貴重

なものが多く残っていることが判明した。什宝

類の説明については概要のみにとどめた。

3．妙安寺参考資料補充調査
　　　　　　　　　　しゅうほう
　妙安寺に伝わる古記録、什宝類等の裏付け資

料として京都東本願寺、大谷大学図書館への調

査を実施し、茨城県岩井市三村、境町一ノ谷両
　　　　　　　　じょうねん
妙安寺へ妙安寺開基成然の聖蹟調査を実施した。

なお、成然の系譜に見られる血縁関係の深い浅

草報恩寺の調査を実施した。

妙安寺文化財調査

　　　　　　　　　　　　妙安寺文化財調査

補充調査については以下のとお1）である。

昭和59年5月28日～29日

昭和59年7月26日～27日

昭和59年11月21日

昭和59年12月29日

昭和60年1月7日

昭和60年1月31日～2月1日

昭和60年2月7日

昭和60年2月28日～3月1日（京都東本願

　　　　　　　寺、大谷大学図書館他）
　　　　　　　　　　　　　（近藤昭一）

　（絵画類他）

（茨城聖蹟調査）

　（報恩寺調査）

　（葵紋入陣幕）

（葵紋入陣幕他）

　　（絵画類）

　（報恩寺調査）

箋嚇靴

　　　　前橋市文化財調査委員による大興寺文化財調査

民俗文化財総合調査事業　今年度次の内容で実

施した。また、昭和60年度から開始予定の民俗

調査の資料収集、準備の年でもあった。

1．伝統芸能調査
　　　　　　だいだいか　ぐら
　嶺町大峰神社太々神楽、春日神社太々神楽、
　　あやつりおきなしきさんばそう

下長磯操翁式三番曳など

2．民具収集
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　台秤、煮沸用たらい、醤油製造用樽、圧縮用

ジャッキ、木枠、あげ枠、ボタン、小枠、かっ
　　　やけん　き
送1）、煮繭器、あつ箱など

3．民俗資料整備調査及びカード作成

　民俗資料の収集、整備に力を入れている博物

館等に資料を紹介し、整備状況を調査した。国

立歴史民俗博物館、千葉県立上総博物館、川崎

市立日本民家園に出張し、実際の様子を調査し

た。それらの結果を元に、民俗資料カードなら

びに、資料につけるラベルを作成した。

　民俗調査は、民俗つまり民間の習俗を、伝承

や残された民俗文化財等によ1）調べることであ

る。

　これによ1）一般庶民の伝統的生活様式、社会

形態を明らかにしようとするものである。

　調査は聞き取彫）が主であ1）、採集と称する所

以である。

　本市では、県教委によ1）、昭和49年、旧荒砥

村を中心とした地区で調査が実施されているが

他の地区では、県史編さん室や各研究家の手に

よって個別の調査が行われるにとどまっていた。

　60年度から開始される民俗調査は、旧荒砥地

区を除く市内を7地区に分け、各年度1地区調

査し、次年度報告書刊行の予定である。

　同時に、民具等の資料整備を進め、将来に備

える予定でもある。　　　　　　　　（井野修二）

泉沢町　弥次喜多道中記

発掘調壷の吊備短識

⑨地名の持つ情報
　県庁付近は現在大手町と呼ばれていま
　　　　　くるわすが、かつては曲輪町という地名でした。

　　　　　　ほり曲輪はもともと濠や土手などで区画され

た士地を指す言葉で＼この場合はもちろ

ん前橋城を意ロ床しています。

　地名は．このように特定の場所の固有

の特徴を示すことから生まれました。曲

輪は．城という歴史的遺物の存在が固有

の特徴なのです。同様な例は．たとえば
そうじゃ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にのみや

総社神社周辺を元総社と呼び，二宮神社

周辺を二之宮と呼ぶのがあげられます。
　　べんざいてん
また．弁財天が造られた近くの通りを＼
べんてんどお

弁天通りなどと呼ぶのも同じです。

　地名の表す固有の特徴は＼歴史的遺物

の存在に限られたわけではありません。

付近の地形の特色から生まれた地名も．

　　　　　　　　　　　は　けたくさんあります。たとえば端気町のハ
　　　　　　がけケは￥もともと崖を意味する言葉です。

赤城山の裾野と関東平野の接点は＼崖状

の地形を成している所がありますが、端

気町はちようどこの付近なのです。広瀬

川と桃木川は駒形町付近で合流していま
　　　　　　　　　おちあいすが＼そのあたりにある落合という地名

は、まさに二つの川がおちあったという

固有の特徴を示した地名です。

　地名は、特定の地域を他と区別するた

めに生まれました。その区別の基準が．地

域の固有の特徴にほかならないのです。

固有の特徴は．歴史的遺物・地形のほか

にもたくさんあります。とにかく、群馬・

前橋などの大きな地名から大字・小字に

至るまで＼地名は何らかの意ロ床を持って

成立したのです。

　さて、地名のもつ固有の特徴が、埋蔵

文化財の発掘に役立つ場合があります。

　上野国の国府は＼元総社町付近に存在

したと推定されていますが，正確な位置

は不明です。国府の探求は＼現在の大き

な課題となっていますが．地名の研究は

これに大きな役割を演じてきました。た
　　　ふるいち　　　　　　　　　　　　いしくら
とえば、古市は国府の市、石倉は租税を
　　　　おおとも　　　　　　　　　　　　　　　　こ　あい　ぎ

納めた倉＼大友は大伴で軍団＼小相木は
　　　　　　すがらす　 すざく
東山道の古駅，巣烏は朱雀を、それぞれ

意味している地名だと考えられました。

また＼推定国府の南に広がる平坦部には＼

条里が施行されていると推定されていま

すが、それにかかわる地名も考察されま
　　　　　　いち　　つぼ
した。たとえば．市の坪は坪割の第一番
　　く　でん　　こうでん　　こくりょう　　こくがりょう　　はこ　だ

目＼公田は公田、国領は国衙領、箱田は

箱型の田＼などがあげられます。

　国府の調査は，国分寺の場合と異なり

直接的な遺物が残っていないため，周辺

の地名の研究は，大切な作業となってい

ます。最近では元総社町にあるチョウヤ

という地名が，国府の正殿の庁屋を意ロ床

するのではないかと言われています。

　地名は＼このように発掘調査等にあた

り＼何らかの情報を提供してくれる場合

があります。これは．地名それ自体が、歴

史の重みを背負って今に伝えられている

からです。しかしながら．地名の発生の

時期＼その持つ意味を正確に把握するの

はなかなか困難です。チョウヤが国庁で

あるかどうかは．発掘調査により確認す

るまでわかりません。様々な情報の収集

と実際の調査により＼はじめて地域解明

の道が拓かれてゆくのです。（木暮　誠）
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事業名

所在地

調査期問

担当者

面　　積

城南住宅団地造成工事・宮川

河川改修工事（前橋市工業団

地造成組合）、市道荒口第5号

線新設工事（土木課）

荒口町諏訪、荒子町頭無・柳

久保・大久保・下鶴谷・中鶴

谷

59年7月16日～59年12月27日

　　　　　　　（発掘調査）

59年10月1日～60年2月6日

　　　　　　　（試掘調査）

発掘調査…前原照子・浜田博

一・前原　豊（前橋市埋蔵文

化財発掘調査団）

試掘調査…折原洋一・近江屋

成陽・芦田和義（山武考古学

研究所）

発掘調査……13，344m2

試掘調査……10，000m2

合計……23，344m2

　調査の経緯　昭和57年12月に前橋市工

業団地造成組合より埋蔵文化財の有無に

ついての照会があり、翌年1月に分布調

査を実施した。その結果、住宅団地造成

面積200，000m2の約50％が遺跡地である

事が判明し、その旨を回答した。

　昭和58年度は用地取得の遅延により、

現地調査実施期間・当局の職員体制の不

足等から、3月に業者発注にて、グリッ

ド杭打ち、現況平面図作成の実施にあた

った。

　しかし、昭和59年度に至っても、他の

発掘調査件数の増加が続き、職員体制の

不足や調査年限の点で数回に亘る協議が

もたれた。調査体制や期間の検討の中で、

緊急度の高い、荒口5号線と宮川河川改

修部分について市教育委員会で調査を受

託し、前橋市埋蔵文化財発掘調査団が実

施にあたることとなった。また、調査全

体計画については、基礎資料が不十分で

あるため、試掘調査の結果をもって再度

検討を行うこととした。試掘調査の実施

は市教育委員会が対応不可能なため、市

教育委員会の指導のもとに山武考古学研

究所があたることとなった。

立地　　本遺跡群は赤城山南麓末端の標

高約101～115mの台地と谷地形で構成さ

れる、東西約500m、南北約500m、面積

20haの範囲である。この地域は関東ロー

ム層が厚く堆積してお｝）、それを中小の

河川が北から南へ開析している。ほぼ中

央に宮川と深っ堀によって開析され形成

された舌状台地があ童）、それと対峙する

ように東西の台地が存在している。西の

台地には諏訪・下鶴谷遺跡、中央の台地

は柳久保古墳群、柳久保遺跡、東の台地

に中鶴谷・頭無遺跡、谷地には柳久保水

田祉が存在する。

試掘調査　　調査はグリッドに基づいて

20mおきに幅1mのトレンチで行ない、

全体の5％を実施した。また旧石器の調，

査はトレンチの20％について行った。

　先土器時代　全トレンチのうち2割に

ついて25％の割合で実施した。柳久保遺

跡よ｝）剥片が検出されたにとどまったが、

今後の調査で注意を要しよう。

　縄文時代　ソフトロームの発達が著し

く検出には困難を極めたが、早期から後

期に至る土器・石器、土坑が見られた。

遺物分布は各台地上に認められたが、柳

久保・中鶴谷・下鶴谷に集中する傾向が

ある。

　弥生時代　確認されなかった。

　古墳時代　柳久保に古墳と和泉期の集

落跡、中鶴谷に古墳が検出された。

　奈良・平安時代　柳久保・中鶴谷・頭

無・下鶴谷に集落跡、諏訪に溝祉、柳久

保水田祉に浅間B軽石埋没水田を検出。

　中近世　柳久保水田祉に遺物を検出。

発掘調査

　先土器時代　柳久保遺跡…暗色帯上部

より黒曜石製の剥片！点検出。柳久保水

田趾遺跡と下鶴谷遺跡からそれぞれ1点

ずつ硬質頁岩製の尖頭器が出土。

　縄文時代　柳久保遺跡から押型文土器

が見られた。下鶴谷遺跡では前期の包含

層が見られたが、遺構は検出されない。

　弥生時代　遺構・遺物ともなかった。

　古墳時代　柳久保遺跡から中期の住居

跡を5軒」土坑1基を検出。

　奈良・平安時代　柳久保遺跡では溝2

条を検出。谷地である柳久保水田祉遺跡

は浅間B軽石埋没水田の調査を実施した。

特に水路から出土した漆器の椀は、赤い

漆が施され、底部の作出が非常に薄いも

のである。また、埋没水田下から、5枚

重ねの杯、墨画土器、墨書土器、馬歯、
　　　　　　とうこつ
豚とおもわれる僥骨の出土は，平安時代

後期の水田の祭紀を考える上で看過でき

ないものと言えよう。　　　（前原豊）

外面

0

内面　B

10cm

柳久保水田祉の墨画土器
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事業名

所在地

調査期問

担当者
面　　積

昭和59年度小神明土地改良事

業（土地改良課）

・J・神明町大字中程460他1筆

　　〃　　宮西466他9筆

　　〃　　谷向207他15筆

59年7月5日～9月14日・9

月17日～11月1日・60年1月

5日～3月31日

唐澤保之　桑原昭　井野修二

3，126m2

　調査の経緯　・J・神明地区では、昭和57

年度から土地改良事業が実施され、それ

に伴い埋蔵文化財の発掘調査が行われて

きている。

　昭和59年度は、5月16日の農政との打

ち合せ会議後、次の様に実施した。

6月21日

6月29日

7月5日
9月14日

立地

現地打ち合せ。

調査依頼がくる。

調査区設定、ひっこし。

発掘調査終了、整理に入る。

　　　本遺跡地のある地域は、赤城山

の噴出物によ1）形成された台地が、中小
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の河川により樹枝状に開削されたところ

である。旧利根川が造ったがけから北へ

500mほどのぼった標高125mほどのとこ

ろで芳賀西部工業団地の西にある。

　　　　　　　　　　　ひのきみね　周囲には、芳賀団地遺跡、桧峯遺跡、
は　け

端気遺跡群、小神明遺跡群が存在し、数

多くの遺構・遺物が発見されている。

蕪代擁一・た・

　古墳時代　F　Aが地層断面やや下に、

少し撹乱を受けた形で存在している河川

跡とそれより古い河川跡を検出した。

　奈良・平安時代　確認されなかった。

　中近世　土坑、ピット、井戸などを検

出した。

　本遺跡地は、古くからの谷地形に土砂

が堆積し、台地状になったところを、小

河川により開削され、樹枝状台地のよう

に見られたものである。

　人間の生活に結びつく遺構は、井戸が

1基検出されたのみである。

　　　　　　　　　　　　（井野修二）

発掘調壷の藷薦短識

④地形でみる遺跡の立地

　前橋市を地形や地質の特徴からみると

次の四地域に分けることができます。第

一は北東部の赤城火山斜面です。赤城火

山斜面に広がる舌状台地は￥旧石器時代

から現在に至るまで途切れることなく人

々が生活していた場所です。理由として

は日照時間の長さが全国屈指であるとい

うこと＼水はけもよくしかも井戸水がき

れいということ＼また＼台地であるため

洪水の心配もないということがあげられ

ます。さらに谷地の部分は水田に適して

いるということで生活環境が大変よいか

らです。第二は広瀬川・桃木川に沿って

北西から南東にのびる幅2～3Kmの広瀬

川低地帯（沖積低地帯）です。これは利

根川の旧河道とその氾濫原で地表近くに

丸い川原石が多くみられます。広瀬l　I低

地帯では微高地を中心に人々が生活して

きました。微高地付近には古墳があり遺

物の散布も多くみられます。第三は低地

帯の南西部の前橋台地（洪積台地）で＼低

地帯より数メートル高くなっています。

前橋台地は水はけが悪く井戸も深く掘ら

な1ければ良い水は出ません。したがって

開発が遅れた場所です。国府．国分寺＼

古墳は前橋台地と榛名山南東斜面にあり、

また．朝倉・広瀬古墳群は前橋台地の東

端．前橋台地が広瀬川低地帯に面すると

ころといった周辺部にありますが，台地

の中心部の本格的な開発は条里制がしか

れるまでおこなわれなかったようです。

キ

利
根
川　：

国鉄両毛線

□利根川現氾濫原

圏広瀬川低地帯

皿前橋台地

目赤鰍山緬

0　／　2345㎞

市内の地形区分図（市史第1巻より）

現利根川より西部の地域も前橋台地に含

まれます。

　前橋台地と広瀬川低地帯の境は北西か

ら南東方向にのびる崖となっています。

この崖に北におりる坂道が多くみられま

す。前述の赤城の裾野と広瀬川低地帯の

境も崖（坂道）によって区分できます。

崖は旧利根川の浸蝕によってできたもの

です。

　市の北西端にあたる清野町・池端町地

域は前橋台地面と榛名火山南東斜面との

移行部にあたっていて、南更に緩く傾斜

する地形面をなしていますが，この付近

では前橋台地の原面をおおって＼榛名火

U」の火砕岩層がみられ，薄い上部ローム

におおわれているので一応前橋台地に含

めます。台地を貫流する利根川の現河床

から台地面への比高は細5mに達します。

第四は＼現利根川の氾濫原です。

　以上のように前橋の地形を概観すると＼

それぞれの地形に応じた遺跡のあり万を

示すのが本市の特徴と言えます。

参考文献　前橋市史第一巻　（桑原　昭）
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南田之口遺跡

H－5号住居カマド

　遺跡位置図（国土地理院・5万分の1・「前橋」）
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事業名　水道局配水場施設建設工事

　　　　　（前橋市水道局）

所在地　上細井町字南田之口110番地

　　　　の1

調査期間　59年8月10日～59年10月31日

担当者木暮誠・桑原昭・中野覚
　　　　原田和博・福田瑞穂

面積3，683m2

　調査の経緯　昭和58年12月水道局より

表面調査の依頼があった。踏査の結果、

遺物の散布が認められ、その旨を回答し

た。回答により59年4月、確認調査依頼

書が提出されたが、水道局工務課、総務

課と文化財保護係で協議・調整をした結

果、調査期間等の短縮を図るため、ただ

ちに発掘調査を実施する運びとなった。

　立地　本遺跡地は前橋市街地から、県

道前橋・赤城線を、赤城山に向って進み

平坦な広瀬川低地帯を過ぎ、赤城火山斜

面の急な坂道を500mほど登った大正用

水との交差地点から東へ約750mの舌状

台地上にある。標高約140m。本遺跡地の
　　　　　　は　け　　　　　　　　　こ　じんめい
東に隣接して、端気遺跡群・小神明遺跡

群がある。

　先土器時代　グリッドによって土層を

確認した結果、遺物の存在が認められず

遺構も認められなかった。

　縄文時代　遺構の確認はできなかった

が、わずかな遺物の散布と、立石の状況

から、縄文時代遺構の存在が推定できる。

　弥生時代　確認されなかった。

　古墳時代　遺跡の主体をなすもので、

竪穴式住居跡を8軒調査した。これらは

一様にローム層を切1）込んで造られてい

るが、後世の撹乱等で遺存状況の悪い住

居跡もあった。住居跡は4～7mの規模

を有し、正方形、長方形を呈し、東壁に
かまど

竈をもつ、竈構築材には白色粘土が用い
　　　　　　　　　　　　は　じ　き　　　す
られていた。出土遺物には、土師器　須
え　き

恵器、鉄器、砥石が認められた。

　中近世　溝と土坑が検出された。切1）

合いや土層から判断して、おおかたが中

近世に位置づけられよう。　（福田瑞穂）

事業名　桂萱公民館の移転・新築事業

　　　　　（社会教育課）

所在地上泉町141－3他4筆
調査期間　59年11月5日～59年11月19日

担当者井野修二・桑原昭・唐澤保

　　　　之

面積900m2

　調査の経緯　茶木田遺跡は、桂萱公民

館の移転・新築に伴う確認調査で、昭和

60年度に建物の建設が予定されている。

本遺跡は、前橋市文化財地図等による周

知の遺跡であるが、調査地周辺に全く遺

物の散布のないことから、調査はトレン

チ方式とし、建物敷地下の遺構のみ拡張・

全掘することとした。

　立地　本遺跡は広瀬川低地帯に立地し、

桃木川右岸約600mに位置する。標高は

96．7～96．8mを測る。現状は水田だが、

調査結果では、南東に細長い微高地の北

端に位置し、古墳時代以前から河川の氾

濫を全く受けておらず、古くから安定し

た土地であることが判明した。『上毛古墳

綜覧』には、本遺跡周辺の広瀬川低地

帯の古墳が10基以上収録され、その中に

は前方後円墳3基を含み注目される。

　先土器時代～古墳時代　この時代にか

かわる遺構・遺物は全くなかった。

　奈良・平安時代　竪穴式住居跡10（全

掘1）、溝状遺構2、焼土遺構1、土坑4、

柱穴状ピット7が確認された。住居跡は、

出土遺物から8世紀前半～10世紀後半に

及ぶものとみられる。10世紀初頭前後の

H－8号住居跡（全掘）からは、黒笹14

号窯式の緑粕陶器片（椀）が出土し注目

された。

　中世　井戸跡1、溝状遺構1、柱穴状

ピット1が確認された。井戸はラッパ状

の掘形を持つもので、底部付近には径45

cm前後の木製井戸枠の痕跡を確認。

　本遺跡は、広瀬川低地帯の開発や利根

川の変流を考える上で、今後重要な資料

になるものと考えられる。　（唐澤保之）

ちゃ

茶木田遺跡

灘覇羅＿睡蕪．雛臨融鞭
H－8号住居跡全景

遺跡位置図（国土地理院・5万分の1・「前橋」）
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H－1号住居跡カマド

遺跡位置図（国土地理院・5万分の1・「前橋」）
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事業名

所在地
調査期間

担当者

面　　積

前橋都市計画事業元総社（西

部第三明神）地区土地区画整

理事業（区画整理第一課）

元総社町2578－28他2筆

59年12月25日～59年12月27日

（確認調査　59年12月14日、

60年1月23日）

福田紀雄、井野修二、桑原昭

町田信之、唐澤保之

226m2

　調査の経緯　上記事業に伴う上記地区

の調査は、道路予定地を対象に、56・57

年度にすでに実施している所である。と

ころが、一部道路の取1）付け位置が変更

となったため、今回の調査に至った。調

査道路は区画街路34号線で、側溝を含め

4mの幅を持つ。調査は急を要する西側

側溝部を先に行なった。年明け後には、

東側側溝部で西側側溝部と一連の溝が確

認されたが、調査には至らなかった。

　立地　本遺跡は西方を南流する小河川

牛池川を望む台地上に立地する。牛池川

39

の西方、染谷川との間は中世の蒼海城跡

で、ここには国府に関連する神社や地名

などを残す。また、本遺跡の周辺には中

世の城館杜も多く、古代から中世には当

国の中心地だった所である。

　過去2年の調査では、本調査地周辺は

古墳～平安時代の竪穴式住居跡の密集地

だったことが確認されてお1）、また東約

55mでは国府域東限を区画するともみら

れる大溝が検出されている。

　先土器時代～弥生時代　遺物に縄文式

土器1片が出土しただけである。

　古墳時代　竪穴式住居跡1軒が検出さ

れた。調査はカマド付近のみで、本体の

大部分は西側未調査区に入っている。カ

マドは住居の南東隅付近に設置されたも

のとも見られる。遺物小片から鬼高期ご

ろのものと考えられる。

　中世　東西に延びる溝（堀）1条が検

出された。上幅約5．5m、深さ約1．1mを

測る。法面には2～3段の平坦面があ1）、

東に隣接する八日市場城の東限に区画す

る堀と同じ構造を持つ。　　（唐澤保之）

発鯉調蛮の∈麹翻識

⑤地層が示す歴史
「この住居跡がここにあることがどうし

て解ったのですか。」と尋ねられることが

よくあります。まず＼士器片が表土に散

布していれば＼住居跡の存在が予測でき

ます。この表士は、黒士（くろつち）と

呼ばれる黒色火山灰層で浅間山や榛名山

から噴出した火山灰が植物の腐食によっ

て粘土化したものです。この黒土の堆積

は約／万年前から始まり，現在発掘調査

される住居跡の大部分がこの黒土で埋ま

っています。

　赤城南麓では＼この黒士の下は関東ロ

ーム層とよばれる赤士が数mも積もって

います。関東ローム層は／図のように大

きく3層に分けられ．上部ローム層は最

も新しい時代に浅問山から噴出された火

山灰や軽石からできていて明るい褐色を

しています。それより古い時代の全体的

に暗い褐色をした中部ローム層は，中ほ

どに＼榛名山を給源とする白色のやわら

かい八崎軽石層と＼上＼下部に赤城山を

給源とする褐色の鹿沼軽石層、赤褐色の

湯ノロ軽石層をそれぞれ含みますが＼前

橋は赤城山の西南であるため＼上・下部

の軽石はほとんど見られません。上部ロ

ーム層とのさかいの暗色帯は．火山活動

が一段落した時の地表で植物が繁り．腐

植してできた黒士の部分です。この層か

ら日本の1日石器時代究明のきっかけとな

った岩宿遺跡が発見されています。下部

ロームについてはまだはっきりした事は

分かっていません。

　一万，前橋の南西部に広がる前橋台地

の下には＼2図のような地層が見られま

す。この中の表土のす・ぐ下に堆積する火

山灰質シルト層は＼浅間山の噴出物が水

中に積もったもので＼関東ロームの上部

ローム層に対比できます。この層の中の

黒色の泥炭層からは＼マツ、モミ、トウ

ヒなどの花粉化石や高山湿票などに見ら

れるヒシガタケイソウの化石が見つかり＼

これらの植物が森林を作り＼その間を利

根川のゆるやかな流れや沼が広がってい

1図　赤城火山斜面の関東ローム

　　　　　　　　　0　　　．：。表土（黒土）

聾　板鼻黄色軽石（Y．P）

単　　℃》〆板鼻褐色軽石（B・P）
　　　　暗色帯（岩宿1文化）

中
部
ロ

1
ム

層

圭下1
部ム
　層

鹿沼軽石（K・P）

八崎軽石（H・P）

湯ノロ軽石（U・P）

2

4

m

1

3

5

2図　幸の池付近の崖

　表土：：

火山灰質

シルト層

泥炭層

軽　石

前橋泥流

埋もれ木義

たことがわかります。

　以上の様に雄層は．長い地

球の歴史を私たちに伝える

と共に．その中で生活をし

た人が何らかの目的で掘っ

た穴や残した道具などで．

人間の歴史も伝えてくれま

す。住居跡を探し出し調査

をするのも，自然堆積の中に

残された人為的な作用の加

わった士層を見分けること

から始まります。（前原照子）
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事業名

所在地
調査期間

担当者

面　　積

　調査の経緯

（株）より埋蔵文化財の有無について照会

があった。踏査の結果、遺物の散布が認

められ、その旨回答した。回答によ1）試

掘依頼書が提出され、6月27日より7月

12日に実施したところ、縄文時代前期の

住居跡、平安時代の住居跡が確認でき遺

構の存在が明らかとなった。この所見に

もとづいて協議を実施し、発掘調査の依

頼書が提出、受理され本発掘の運びとな

った。

　立地　本遺跡は、国鉄上越線新前橋駅

元総社（西部第三明神）地区

土地区画整理事業に係る元総

社幼稚園移転新築工事（瀬下

工業㈱）

元総社町1372番地

59年6月27日～59年7月12日

59年11月9日～59年12月24日

唐澤保之・井野修二・桑原

昭・木暮誠・中野覚・福

田瑞穂・原田和博

300m2

　　昭和59年5月に瀬下工業

の北西1．8kmの地点に位置する。この付近

は榛名山に源を発する小河川が洪積台地

である前橋台地を南東に開析している。

標高約120m。本遺跡の南東1kmに総社神

社が、北西O．5～O．8kmに国分僧寺尼寺跡

があり、上野国府推定地域に隣接する。

　先土器時代　ソフトロームが厚さ32cm

ハードロームが厚さ60cm確認されたが、

遺構、遺物は見あたらなかった。

　縄文時代　遺構は試掘により住居跡1

軒が認められたが、遺憾ながらその後、

土地所有者によ1）破壊された。

　弥生時代　遺構、遺物ともに認められ

なかった。

　古墳時代　遺構は認められなかったが、
　　　　　ほうとうたちつかがしら
遺物は埴輪、方頭太刀柄頭など認められ

ごく近くに古墳があったと推定される。

　奈良・平安時代　竪穴住居跡21軒が確

認され、建物敷地下11軒を調査した。平

安住居跡は11世紀前後で竈に瓦が使用。

　中近世　中世の井戸3基を検出。

　尚、詳細は「II調査・事業の成果から」

の項を参照されたい。　　　（桑原　昭）

事業名

所在地
調査期問

担当者

面　　積

郵政省職員宿舎建設工事

古市町1丁目43－28番地他

59年5月21日～59年6月1日

福田紀雄（前橋市埋蔵文化財

発掘調査団事務局）

折原洋一（山武考古学研究所）

300m2

　調査に至る経緯　郵政互助会職員宿舎

建設に伴い土地所有者からの依頼により

事前に表面・確認調査を実施した。それ

により土拡等が発見されたため協議・調

整の結果建物敷地下を中心に調査。

　立地　本遺跡地は国鉄新前橋駅より南

東へ約300mに位置する。東側には滝川が、

西側には染谷川の流れによ1）はさまれた

微高地上に存在し、調査区南端はすでに

低地となっている。また、この低地は本

遺跡周辺より南方が水田として広く利用

されている。一部住宅地ともなる。

　本遺跡の北方には上野国府推定地、国

分地跡、国分寺尼寺跡が、西方には中尾

遺跡や鳥羽遺跡等の集落跡が、南方には

前箱田遺跡、新保遺跡、日高遺跡などの

古代水田趾が存在する。

　先土器時代、縄文時代、弥生時代　試

掘によ1）確認されなかった。

　古墳時代　石田川期に属する住居跡1

基、土墳4基、溝1条が、和泉期には土

堰1基、この他に畝状遺構が15条検出

された。住居跡は南部から東部にかけて

未調査区に広がっているため部分的調査

にとどまった。畝状遺構は石田川期の住

居跡、土墳の覆土を掘1）込んで構築され

ておを）、石田川期以後の所産と考えられ

た。しかし、本遺構の明確な時期を、決

定する資料を欠き不明であった。

　奈良・平安時代　須恵器小片1点・瓦

片1点が出土した。この他に段状遺構と

水田祉が当時期の所産と考えられるが、

時期を決定する資料を欠き不明であった。

　中近世　溝が1条検出された。

　　　　　　　　（福田紀雄・折原洋一）

麟

膿灘繍嚢覇難繍謙灘1覇

1号住居杜
　遺跡位置図（国土地理院・5万分の1・「前橋」）
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　遺跡位置図（国土地理院・5万分の1・「前橋」）
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事業名　宅地造成（㈱コィデ）

所在地　総社町桜ケ丘1037番地他

調査期間　59年6月3日～59年7月12日

担当者福田紀雄（前橋市埋蔵文化財

　　　　発掘調査団事務局）

　　　　折原洋一（山武考古学研究所）

面積1，000m2

　調査に至る経緯　宅地開発事前協議が

提出され㈱コイデより試掘調査依頼があ

り、遺構の発見された部分について協議、

調整の結果、依頼により発掘調査の実施

に至った。

　立地　本遺跡地は国鉄上越線群馬総社

駅の北方約1．5km地点に位置し、利根川西

岸の前橋台地上に存在する。当台地は利

根川と午王頭川にはさまれており、東側

に利根川が、西側に午王頭川がそれぞれ

流れている。午王頭川は本遺跡より南東

へ約1kmで利根川に流れ込んでいる。

　本遺跡の南方には総社二子山古墳や宝

塔山古墳などを含む総社古墳群が、さら

に南へゆくと山王廃寺跡、国分寺跡が存

在している。午王頭川上流には本遺跡と

同時期の清里・陣揚遺跡が存在する。

　先土器時代　遺物・遺構は確認されな

かった。

　縄文時代　奈良・平安時代の住居跡覆

土中よン）若手の遺物が出土しているが、

試掘調査の段階では縄文時代の文化層が

認められなかった。遺物は縄文式土器1

点、石斧2点、有茎石鎌1点が出土した。

　弥生時代　試掘調査によ1）確認されな

かった。

　古墳時代　埴輪片1点が出土した。

　奈良・平安時代　竪穴住居跡14跡、土彊

3基が検出された。竪穴住居趾は調査区

の北東部に集中しており、遺跡が東方お

よび北方に広がる可能性が考えられた。

　中近世　溝2条、畝状遺構が検出され

た。溝は東西に走る溝と南北に走る溝が

存在した。畝状遺構覆土よ｝）寛永通宝が

出土した。　　　　（福田紀雄・折原洋一〉

発掘調奮の予騰知識

⑥火山灰一年代を示すサインー

　／783年（天明3年）．爆発を再開した浅

間山は8月3日、り万8干mの高さに噴

煙をあげ＼江戸でも灰のために真昼に明

りを動要とする程であった。また／9個年

の桜島の噴火では．関東・東北地万にも

灰を降らせた。

　このような，火山からの放出物（火Lb
さいせつぶつ

砕屑物）は日本全士の40％をおおってい

ると言われ，各火山によって特色のある

テフラ（火山砕屑物の総称）が堆積して

層を形づくる。テフラは＼火山灰・軽石・
　　　　がんさい
スコリア（岩津）などのように上空から

降下して堆積するものと＼火山砕屑物が

火山ガスと共に流れ出る火砕流堆積物と

から成る。このテフラ層は地層と比べ形

づくられる期間が短かく．分布も広いた

め形成された年代を追うのに大きな役割

をはたす。と言うのは、火山灰・軽石な

どは上空にふきあげられ，偏西風（南北

両半球中緯度上空を常に吹いている強い

西風）によって火山の東側に扇形．もし

くは楕円形に分布することが多い。この

事から分布の追跡でテフラの供給源を知

る事ができる。またテフラの年代は，テ

フラ相互の新旧・地層・化石そして遺物

などとの関わりから相対的に決められ、

噴火記録があれば絶体年代も判る。

　関東地万の地表に

もこのテフラ層が幾

重にも重なり関東ロ

ーム層と呼ばれ＼厚

い地域では200mを

超える。南関東の多

摩ローム層は約40万

年前にさかのぼると

推定される。群馬県

下では＼ローム層は

上部・中部・下部に

区分され新世代第4紀に活動した赤城・

榛名・浅間などのテフラが風化したもの

である。そして火山の識別はテフラ層の

厚さ（一般に火□から遠ざかる程薄い。）

色・粒の大小（火ロから遠ざかる程細粒

化する。）・鉱物の混じり万などにより可

前橋市のテフラ層

時代 テフラ名 供給源 噴出年代

江戸 浅間＼＼AN＼軽石 浅間 ／783年

黒 平安 ノノ＼＼B、＼軽石 ノノ ／／08年

士 古墳 ニツ岳軽石（FP） 榛名 6世紀後半

層
ノノ ノノ火山灰（FA） ノノ 6世紀前辛
ノノ 浅間＼℃。軽石 浅間 4世紀前半

板鼻黄色軽石 ノノ ／万1二F年前

口 1日 ノノ褐色軽石 ノノ ／万9千年前

1 あい　ら

ム
石 姶良円沢火山灰 姶良 2万1干年前

層 器 鹿沼軽石 赤城 3万2二F年前

八崎軽石 榛名 4万年前

能となる。59年度＼前橋柳久保遺跡群出
　　　　　　　　　　　あいら士の石器（黒曜石）は鹿児島姶良カルデラ

墳出の火山灰を含む層から発見され＼約

2万年前のものと推定できた。

　また、今から／万年程前に堆積を終っ

たと考えられるローム層の上には黒士

　　　　　　　　（腐植士）が地表面を

　　　　　　　　おおっているが．こ

　　　　　　　　の黒士層の中の降下

　　　　　　　　堆積物は左図のよう

　　　　　　　　に降下年代がおよそ

　　　　　　　　判ってきている。上

　　　　　　　　言己，　本卯久イ呆水E日1」上1ま

　　　　　　　　浅間B軽石層に直接

　　　　　　　　おおわれていた事か

　　　　　　　　ら．12世紀初頭以前．

　　　　　　　　即ち平安時代後半の

水田であることが判った。また￥南田之

口遺跡発掘の住居跡に入り込んだ士層か

らは＼榛名ニツ岳火山灰層が見られた事

から少なくとも6世紀前半以前の古墳時

代の住居跡であることが予想される。

　　　　　　　　　　　　（浜田博一）
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事業名

所在地
調査期問

担当者

面　　積

宅地分譲工事（住宅協会）

前箱田町字箱田境421番地他

59年11月27日～59年12月27日

福田紀雄（前橋市埋蔵文化財

発掘調査団事務局）

寺島　博（山武考古学研究所）

6，051m2

　調査に至る経緯　住宅協会よ1）宅地開

発事前協議が提出され、表面調査、確認

調査の結果B軽石下の水田杜発見される。

協議・調整の結果依頼によセ）発掘調査を

実施する。

　立地　本遺跡は利根川の右岸、前橋台

地の西端部で、新前橋駅の南方2kmに所

在する。周辺は、前橋台地と相馬ヶ原扇

状地の南東端が接する位置に近く、榛名

山麓から南東方向へ貫流する染谷川と滝

川に挾まれた両河川の氾濫原で、西の染

谷川に約150m、東の滝川に約250mと両

河川の最も接近する地域である。

　地形は北西から南東方向に極く緩かに

傾斜し、周辺の標高は98．5m程を測る。

　先土器時代・縄文時代・弥生時代・古

墳時代　遺構・遺物は確認されていない。

　奈良・平安時代　遺構は浅間山B軽石

埋没水田祉である。検出された畦畔は南

北方向を基準とし、これと東西方向で直

交する畦畔である。南北方向の畦畔は概

ね真北の方向を指している。

　給・排水施設の水口と区画用水内の水

路が検出されている。また、畦畔の交差

点に手のひら大の石が埋設されていた。

　畦畔に区画された水田は40枚で、田積

の可能な水田は11枚である。水田面は北

西から南東へ極く緩かに傾斜し、この比

高は64cm、公配率180分の1を測る。

　遺物は土師器、須恵器破片が3点出土

している。

　中・近世　遺構・遺物は確認されてい

ない。

　　　　　　　　（福田紀雄・寺島　博）

　本調査は昭和48年に始ま1）55年に終了

した。当遺跡は北部団地、西部団地、東

部団地の3遺跡群から成1）立ち、約40ha

〈第2冊の遺構数＞遺構総数577

　時代

　遺構
調査
年度

古墳・奈良・平安時代

竪穴

住居

掘立

柱

ピッ

ト
製
鉄

’曲
構・ 井
戸

51 82 2
　2

（霜） 0 2 0

52 20 1
　1

（緊） 2 O 0

53 82 26
16

（昌杏） 1 16 2

54
84

（欝遺） 85
19

（塁秀） 0 20 1

55 47 24 29 O 13 O

合計 315 138 67 3 5！ 3

にも及ぶ台地全体を面的に調査したこと

から、前橋及び群馬県の原始・古代・中

世を解明する上で極めて貴重である。

　　　　58年度に報告書第1冊が刊行

　　　　され、引き続き59年度からは第

　　　　2冊目の刊行整理作業に入った。

　　　　第2冊目の刊行計画について

　　　は、55年度の全体計画では作業

　　　員4人で2年刊行計画であった

　　　が、第1冊目の実績を基に見直

　　　　しを行った結果、前述の計画で

　　　　は実施不可能なことがわかった。

　　　　そこで、刊行の長期化（第5冊

　　　刊行までには20年以上を要す。）

　　　や執筆者が庁外者となっている

　　　　ため記憶がうすれること、また

　　　　物価上昇による費用増等も考え

　　　合せ、年度当初作業員13人で2

　　　年刊行計画をたてたが、整理作

　　　　業の進行にともない遺物数がさ

　　　　らに一層増えたため、作業員13

　　　　人で3年刊行計画に変更し、9

　　　　月補正と60年度新年度予算で予

11　芳賀団地遺跡群調査報告書刊行事業

算要求を行ったが財政難を理由に計画が

断念された。現体制（作業員7人前後）

のままで実施していくと、第2冊刊行ま

でには約6年を要するが、今後とも早期

刊行をめざす方向で努力していきたい。

　作業の整理状況は、土器の一部洗浄・

注記、接合、石膏入れ、色塗りが終了し

ている。土器実測は522個体で7％であ

る。図面検討は一部実施した。

　編集委員会議は2回実施し、報告書第

1冊の反省をもとに話し合いがもたれ、

庁外者と事務局側で今まで以上に連携を

とり合って整理作業を進めていくことで

確認がなされた。　　　　　　（林喜久夫）

聾．窺1，羅難il薫茨蝶・、乃

灘糖籔鍵i難輔
1・oom　　　・　　　　IOOO　　　～oool

遺跡位置図（国土地理院・5万分の1・「前橋」）
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) に開し瑚明こ基E凱Uづ1亦一い1叩 こ問雌附咽町配に一こ

i週物の新日を定めれぱ栂対的な年代関 飾的なマイナ一チ工ンジガ施され、それ

歴史の研究では年代的関係の確実な知 係ガ明らかにされま百九もうひとつは、

識が重要です。考古学では実際iこ物を扱 型式学的怠変遷でず。発掘調査で出主し

うので、発掘調査で出土した遺物を歴史 た土器の形は、その時代によって形態に

のタイムスケー凡泊中に位置付ける。つ 変化ガあります。それはある種の澗ラの

まり遺物相互の新旧からその年代巷求め

る、これガ編年作業です。

編年研究は19"世紀後半に北欧ではじめ

られまし疋。その宵景にはC.Rターウ

ィンの「進化論」ガ影響を与えていると

いわれています。当時の研究は、現在の

根幹をなすもので、この時点ですでに編

年研究には相対嬬年(その物ガ他の物と

比べて古いか新しいかを問題とする。〕と

絶対編年(その物ガ西圏可年にでき疋も

のであるかを示す。〉とがあることが指適

されています。

それでは実際の土器ではどのようにし

ようなものであり、丁度新発売される自

動車ガ流行によって次々とスタイルをか

えて行くのと同じようなものです。

自動車の幅年

ぞれの涜行を追ってよりスタイリツシユ

|こなっていきます。実際の土器では機能

的にはさほど変化はとげまぜんが、形態

変化のl事到を追うことはできるようです。

絶対縄軍は相対編年より 歩進んで、

これらにさらに実年代を与えなければな

りません。近年の研究で絶対編年の万ガ

良いといわれているのは、全国的立場に

前橋市文化財調査委員 前橋市教育委員会 社会教育課 文化財保護係

(議長) 山田 武麿 課長 小野塚智勇
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前橋市埋蔵文化財発掘調査団

嘱託調査補助員 加部二生



あ　と　が　き

　昭和59年度、前橋市文化財保護行政事業として各種文化財調査・史跡の整備・文化財

の保護・普及・埋蔵文化財の発掘調査を実施したその概報として本報告書を刊行する。

　埋蔵文化財は、民間企業・公共機関等による開発事業が年々加速度的に面積・件数が

増大してきており現文化財保護係職員体制では対応しきれず苦慮している状況である。

　しかし、いく多の新発見、歴史事象の解明するための資料が多数発見できた。

　文化財調査委貝による文化財調査として川原町所在の大興寺文化財調査を実施した。

大興寺は、寛文七年姫路城主松平直矩によ1）創建され松平氏とともに諸国を転移し、

慶応三年東照宮とともに前橋城内に移『）、明治七年五月現在地へ移る。現在の寺宝、

什器類等は松平氏より下賜されたものが大部分であった。今回の調査結果を総合的に

整理検討を加えていき指定文化財として指定し保存をはかっていきたい。

　前橋市歴史環境広域整備基本計画の構想については、文化財の活用及び整備の方向

性が見いだせた、この構想をもとに実現可能な領域一・事業から順次着手していきたい。

♪

　妙安寺文化財調査の結果の第一弾として群馬県・前橋市の指定文化財と数多く指定

することができたことは前橋の歴史を解明することの一助ともな1）、歴史環境が優れ

ていることを再認識することができたことは望外の喜びである。

　最後にあたり文化財調査報告書第15集を刊行することができたことは、文化財調査

委員、関係者の指導・援助があったことで感謝にたえません。

　この報告書に掲載することができなかったことは、各報告書を参照願いたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（福田　紀雄）

昭和59年度　文化財調査報告書　第15集

昭和60年3月25El印刷

昭和60年3月3／日発行

発　行　　前橋市大手町二丁目12－／

　　　前橋市教育委員会社会教育課

　　　TeI（0272）一24－／／1／（内4024）

印刷　　前橋市天川大島町305－4

　　　上毎印刷工業株式会社
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